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放
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│
韓
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電
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監
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の
目
的

Ⅱ
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と
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1

韓
国
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る
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犯
罪
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向

2
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犯
罪
者
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策
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の
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緯
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と
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制
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的
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命
令
の
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3

電
子
監
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令
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令
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10

電
子
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を
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論

Ⅳ

施
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と
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犯

1

適
用
事
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2
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定
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3
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例
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Ⅰ

本
稿
の
目
的

二
〇
〇
四
年
に
奈
良
で
発
生
し
た
女
子
児
童
誘
拐
・
殺
人
事
件
を
契
機
と
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
性
犯
罪
防
止
対
策
の
遅
れ
が

指
摘
さ
れ
、
特
に
子
ど
も
を
性
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
施
策
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
性
犯
罪
対
策
に
は
、

性
犯
罪
者

D
N
A

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
な
ど
新
た
な
捜
査
手
法
の
導
入
や
地
域
に
お
け
る
防
犯
体
制
の
構
築
な
ど
様
々
な
内
容
が

考
え
ら
れ
る
が
、
奈
良
の
事
件
が
性
犯
罪
の
前
科
者
に
よ
る
犯
行
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
性
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
策
が
重
要
な
課
題

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
海
外
で
は
刑
事
施
設
な
ど
に
お
け
る
性
犯
罪
者
の
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
我

が
国
で
も
、
こ
う
し
た
海
外
で
の
取
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
認
知
行
動
療
法
に
基
づ
い
た
性
犯
罪
者
処
遇
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
刑
事
施
設
と
保
護
観
察
所
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、
通
称
メ
ー
ガ
ン
法
と
呼
ば
れ
る
法
律
が
連
邦
や
州
で
制
定
さ
れ
、
一
定
の
性
犯
罪
者
の
受
刑
歴
情

報
と
居
住
地
情
報
を
公
開
又
は
通
知
す
る
こ
と
で
性
犯
罪
の
予
防
を
図
る
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
最
近
は
人
工
衛
星
を
使

っ
た
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（Glo
b
al

P
ositio

nin
g
S
y
ste

m:
G
P
S

）
に
よ
る
性
犯
罪
者
の
電
子
監
視
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
隣
国
の
韓
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
七
年
四
月
二
七
日
、

G
P
S

に
よ
り
性
犯
罪
者
の
行
動
を
追
跡
す
る

特
定
性
暴
力
犯
罪
者
に
対
す
る
位
置
追
跡
電
子
装
置
装
着
に
関
す
る
法
律

（
二
〇
〇
七
年
法
律
第
八
三
九
四
号
）（
以
下
、
法
又
は
本

法
と
い
う
。）
が
成
立
し
、
施
行
前
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
当
初
の
予
定
よ
り
も
早
い
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

る
。

G
P
S

を
用
い
た
性
犯
罪
者
の
電
子
監
視
に
つ
い
て
は
、
再
犯
防
止
効
果
や
犯
罪
者
の
人
権
保
障
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
日
本
で
は
そ
の
導
入
に
消
極
的
な
意
見
が
支
配
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
自
民
党
が
二
〇

〇
八
年
に
公
表
し
た

世
界
一
安
全
な
国
を
つ
く
る
八
つ
の
宣
言

に
お
い
て

G
P
S

電
子
監
視
制
度
の
検
討
が
課
題
に
盛
り
込
ま
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れ
、
ま
た
法
制
審
議
会
で
も
審
議
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
そ
の
導
入
可
能
性
を
検
討
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
強
硬
な
制
度
の
導
入
を
模
索
す
る
前
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
策
課
題
は
多
い
が
、

G
P
S

電
子
監
視
に
つ
い

て
も
、
諸
外
国
の
運
用
状
況
や
問
題
点
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
功
罪
を
き
ち
ん
と
見
極
め
て
お
く
こ
と
の
意
義
は
あ
ろ
う
。

特
に
、
今
回
、
欧
米
に
比
べ
法
制
や
社
会
的
背
景
が
日
本
と
比
較
し
や
す
い
韓
国
に
お
い
て
、
性
犯
罪
者
の
電
子
監
視
制
度
が
導
入

さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

ま
た
、
我
が
国
で
も
近
時
よ
う
や
く
性
犯
罪
者
の
本
格
的
な
処
遇
が
実
施
に
移
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
性
犯
罪
者
を

矯
正
施
設
か
ら
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
戻
し
、
ま
た
社
会
の
中
で
如
何
な
る
指
導
監
督
を
行
う
の
か
と
い
う
、
性
犯
罪
者
の
釈
放

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
電
子
監
視
制
度
も
、
単
に
そ

の
制
度
の
是
非
と
い
う
狭
い
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
見
地
か
ら
性
犯
罪
者
の
釈
放
制
度
を
模
索
す
る
た
め
の
一
つ
の
可
能

性
と
し
て
検
討
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
韓
国
の
性
犯
罪
者
電
子
監
視
制
度
の
概
要
を
紹

介
し
、
そ
の
特
徴
と
運
用
状
況
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
の
議
論
の
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
本
法
で
は
、
電
子
監
視
に
は
位
置
追
跡
、
裁
判
所
が
性
暴
力
犯
罪
者
に
対
し
言
い
渡
す
処
分
に
は
電
子
装
置
装
着
命
令
と

い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
前
者
を
単
に
電
子
監
視
と
言
い
、
後
者
の
裁
判
所
の
処
分
を
電
子
監
視
命
令
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

Ⅱ

立
法
の
背
景
と
経
緯

1

韓
国
に
お
け
る
性
犯
罪
の
動
向

韓
国
に
お
い
て
電
子
監
視
の
よ
う
な
性
犯
罪
者
に
対
す
る
強
力
な
政
策
を
採
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
同
国
に
お
け
る
性
犯
罪
の
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深
刻
な
状
況
が
あ
る
。
検
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
の
強
姦
及
び
性
暴
力
特
別
法
違
反
の
認
知
件
数
は
一
万
三
、
六
四

三
件
に
も
及
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
一
九
九
七
年
の
七
、
一
二
〇
件
の
約
二
倍
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
強
制
わ
い
せ
つ
も
含

ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
我
が
国
の
強
姦
及
び
強
制
わ
い
せ
つ
の
認
知
件
数
の
合
計
が
一
万
件
強
で
あ
る
か
ら
、

韓
国
の
人
口
が
我
が
国
の
三
分
の
一
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
韓
国
に
お
け
る
性
犯
罪
者
の
発
生
率
が
如
何
に
高
い
か
が
わ
か
る
。

ま
た
、
過
去
一
〇
年
間
の
認
知
件
数
の
増
加
も
著
し
い
。

裁
判
所
に
お
け
る
事
件
処
理
結
果
で
見
た
場
合
、
我
が
国
の
二
〇
〇
七
年
に
お
け
る
わ
い
せ
つ
、
姦
淫
及
び
重
婚
の
罪
に
対
す
る

有
罪
（
自
由
刑
言
渡
し
）
人
員
は
二
、
三
八
二
名
で
あ
る
の
に
対
し

）
、
韓
国
に
お
け
る
二
〇
〇
七
年
の
第
一
審
の
強
姦
及
び
強
制
わ

い
せ
つ
の
有
罪
（
自
由
刑
言
渡
し
）
人
員
は
一
、
三
一
三
名
と
な
っ
て
い
る

）
。
検
察
統
計
ほ
ど
日
本
と
の
開
き
が
な
い
が
、
人
口
比

で
は
日
本
よ
り
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
強
姦
を
含
む
性
犯
罪
の
被
害
者
の
年
齢
構
成
で
は
、
三
一
・
一
％
が
二
〇
歳
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
一
二
歳
以
下
の
被
害

者
も
七
・
八
％
と
な
っ
て
い
る

）
。
我
が
国
の
強
姦
と
強
制
わ
い
せ
つ
を
併
せ
た
被
害
者
の
年
齢
構
成
で
は
、
二
〇
歳
以
下
が
五
〇
・

八
％
、
一
二
歳
以
下
が
一
〇
・
五
％
で
あ
る
か
ら

）
、
児
童
が
被
害
者
と
な
る
事
件
の
割
合
は
日
本
よ
り
も
低
い
が
、
性
犯
罪
被
害
者

の
約
三
分
の
一
が
未
成
年
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
や
は
り
深
刻
で
あ
る
。

一
方
、
性
犯
罪
者
中
の
前
科
者
率
は
六
一
・
七
％
と
過
半
数
を
超
え
て
お
り
、
前
科
者
の
う
ち
前
科
五
犯
以
上
の
者
も
二
二
・
三

％
を
占
め
て
い
る
が

）
、
前
科
者
の
う
ち
同
種
前
科
の
あ
る
者
は
一
四
・
五
％
に
過
ぎ
ず
、
八
五
・
五
％
は
異
種
前
科
が
あ
る
に
過
ぎ

な
い
。
た
だ
、
再
犯
期
間
を
比
べ
る
と
、
一
年
以
内
に
再
犯
に
及
ん
だ
者
の
割
合
は
、
同
種
前
科
の
あ
る
性
犯
罪
者
が
四
三
・
四
％

で
あ
る
の
に
対
し
、
異
種
前
科
し
か
な
い
者
は
二
八
・
〇
％
と
、
性
犯
罪
前
科
者
の
方
が
再
犯
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
。

被
害
者
別
に
性
犯
罪
者
の
再
犯
傾
向
を
み
る
と
、
成
人
を
被
害
者
と
す
る
性
犯
罪
者
の
方
が
児
童
や
青
少
年
を
被
害
者
と
す
る
性

犯
罪
者
よ
り
前
科
者
の
割
合
が
や
や
高
く
、
前
科
六
犯
以
上
の
多
数
前
科
者
の
割
合
も
成
人
を
被
害
者
と
す
る
性
犯
罪
者
の
方
が
高
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い
が
、
同
種
前
科
は
、
成
人
を
被
害
者
と
す
る
性
犯
罪
者
よ
り
、
青
少
年
や
児
童
を
被
害
者
と
す
る
性
犯
罪
者
の
方
が
や
や
高
く
な

っ
て
い
る

）
。

性
犯
罪
者
の
再
犯
を
巡
っ
て
は
、
日
本
で
も
、
法
務
総
合
研
究
所
の
調
査
に
よ
っ
て
、
一
三
歳
未
満
の
被
害
者
が
い
る
出
所
受
刑

者
の
出
所
後
五
年
間
の
性
犯
罪
再
犯
率
は
一
三
歳
未
満
の
被
害
者
が
い
な
い
出
所
受
刑
者
の
性
犯
罪
再
犯
率
よ
り
高
率
と
な
っ
て
い

る
も
の
の

）
、
一
犯
目
が
性
犯
罪
で
あ
る
者
の
再
犯
率
は
他
の
罪
種
に
比
べ
、
特
に
高
い
わ
け
で
は
な
く
、
同
種
再
犯
率
と
な
る
と
更

に
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

）
。

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
で
は
性
犯
罪
の
件
数
が
非
常
に
多
い
も
の
の
、
我
が
国
の
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
性
犯
罪

者
の
再
犯
率
だ
け
が
突
出
し
て
高
い
訳
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
韓
国
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
女
子
児

童
を
対
象
と
し
た
強
姦
殺
人
事
件
が
多
発
し
て
性
犯
罪
が
社
会
問
題
と
化
し

）
、
効
果
的
な
性
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
策
が
求
め
る
声
が

市
民
や
国
会
議
員
の
間
で
高
ま
り
、
こ
れ
が
性
犯
罪
者
に
対
す
る
身
上
情
報
登
録
・
閲
覧
制
度
や

G
P
S

を
用
い
た
電
子
監
視
が
制

度
化
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

2

性
犯
罪
者
対
策
の
動
向

⑴

保
安
処
分
と
し
て
の
治
療
監
護
処
分

韓
国
で
は
、
一
九
八
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
社
会
保
護
法
（
一
九
八
〇
年
法
律
第
三
二
八
六
号
）
に
基
づ
き
、
常
習
犯
や
集
団
犯
を
保

護
監
護
所
と
呼
ば
れ
る
施
設
に
収
容
し
て
、
社
会
復
帰
に
必
要
な
職
業
訓
練
や
作
業
を
行
わ
せ
る
保
護
監
護
処
分
と
、
精
神
障
害
、

薬
物
依
存
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を
も
っ
た
犯
罪
者
を
治
療
監
護
所
に
収
容
し
、
治
療
を
行
う
治
療
監
護
処
分
、
そ
れ
に
保
護
監
護
所

や
治
療
監
護
所
を
退
所
し
た
あ
と
、
社
会
内
で
指
導
を
行
う
保
護
観
察
処
分
の
三
種
類
の
保
安
処
分
が
導
入
さ
れ
て
い
た

）
。
性
犯
罪

者
に
対
し
て
も
、
実
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
毎
年
、
一
定
数
の
者
が
こ
れ
ら
の
保
安
処
分
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
が

）
、
保
護
監
護
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処
分
は
大
半
が
刑
罰
と
の
併
科
で
あ
り
、
事
実
上
の
二
重
処
罰
に
近
く
、
処
遇
上
の
差
も
少
な
い
た
め
、
人
権
侵
害
で
あ
る
と
の
主

張
が
強
ま
り
、
二
〇
〇
五
年
の
社
会
保
護
法
廃
止
に
よ
り
保
護
監
護
処
分
が
廃
止
さ
れ
、
治
療
保
護
処
分
と
保
護
観
察
処
分
だ
け
を

規
定
す
る
治
療
監
護
法
（
二
〇
〇
五
年
法
律
第
七
六
五
五
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
性
犯
罪
者
対
策
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
本
法
の
改
正
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
治
療
監
護
法
が

改
正
さ
れ
（
二
〇
〇
八
年
六
月
一
三
日
第
九
一
一
一
号
）、
小
児
性
嗜
好
症
や
性
的
加
虐
症
な
ど
性
的
性
癖
の
あ
る
、
禁
錮
以
上
の
刑

に
当
た
る
性
暴
力
犯
罪
を
犯
し
た
者
は
、
精
神
性
的
障
害
者
と
し
て
治
療
監
護
処
分
の
対
象
と
な
り
、
全
国
に
一
箇
所
、
公
州
に
設

置
さ
れ
て
い
る
治
療
監
護
所
に
収
容
し
て
、
治
療
と
教
育
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

社
会
保
護
法
に
基
づ
く
治
療
監
護
処
分
は
、
収
容
期
間
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
五
年
の
治
療
監
護
法
制

定
の
際
、
心
神
喪
失
又
は
心
神
耗
弱
に
該
当
す
る
（
精
神
疾
患
の
）
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
一
五
年
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
等
依

存
者
に
つ
い
て
は
二
年
と
い
う
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
（
一
六
条
二
項
）、
二
〇
〇
八
年
の
改
正
に
よ
り
性
犯
罪
者
が
同
処

分
の
対
象
と
な
っ
た
際
、
性
犯
罪
者
に
つ
い
て
も
、
精
神
障
害
者
と
同
様
、
施
設
へ
の
収
容
期
間
の
上
限
は
一
五
年
と
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
治
療
監
護
処
分
対
象
者
が
仮
終
了
又
は
治
療
監
護
委
託
に
よ
り
施
設
か
ら
退
所
し
た
後
も
、
社
会
内
で
三
年
間
に
亘
り
保
安

処
分
と
し
て
の
保
護
観
察
が
行
わ
れ
る
。

本
稿
で
考
察
す
る
韓
国
の
電
子
監
視
に
つ
い
て
も
、
社
会
に
お
け
る
性
犯
罪
前
科
者
の
行
動
を

G
P
S

で
最
長
一
〇
年
ま
で
追
跡

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
強
力
な
法
的
手
段
で
あ
る
が
、
治
療
監
護
法
に
基
づ
く
治
療
監
護
処
分
も
、
一
定
の
性
犯
罪
者
を
一
五

年
ま
で
身
柄
を
拘
束
し
て
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
更
に
退
所
後
も
三
年
間
に
亘
っ
て
保
護
観
察
を
行
う
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ

に
も
増
し
て
強
力
な
法
的
措
置
で
あ
る
。

⑵

性
暴
力
犯
罪
関
連
特
別
法
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韓
国
に
は
、
強
姦
罪
や
強
制
わ
い
せ
つ
罪
な
ど
刑
法
犯
と
し
て
の
性
犯
罪
以
外
に
、
特
別
法
の
中
に
も
加
重
類
型
と
し
て
の
性
犯

罪
が
数
多
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
典
型
が
一
九
九
四
年
に
制
定
さ
れ
た
性
暴
力
犯
罪
の
処
罰
及
び
被
害
者
保
護
に
関
す
る
法
律

（
一
九
九
四
年
法
律
第
四
七
〇
二
号
）
で
あ
り
、
刑
法
上
の
強
姦
罪
の
法
定
刑
が
三
年
以
上
の
懲
役
（
刑
法
二
九
七
条
）、
強
盗
強
姦
罪

は
無
期
又
は
一
〇
年
以
上
の
懲
役
（
三
三
九
条
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
法
に
は
、
特
殊
窃
盗
・
住
居
侵
入
強
姦
罪
（
無
期
又
は
五
年

以
上
の
懲
役
、
五
条
一
項
）、
特
殊
強
盗
（
夜
間
住
居
侵
入
強
盗
）
強
姦
罪
（
死
刑
、
無
期
又
は
一
〇
年
以
上
の
懲
役
、
五
条
二
項
）、
凶
器

携
帯
・
二
人
以
上
に
よ
る
特
殊
強
姦
罪
（
無
期
又
は
五
年
以
上
の
懲
役
、
五
条
）、
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
強
姦
罪
（
七
年
以
上
の

懲
役
、
八
条
の
二
）
な
ど
加
重
処
罰
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
告
訴
や
保
護
観
察
の
特
例
、
被
害
者
の
保
護
や
相
談
に
つ
い

て
も
定
め
が
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
制
定
後
度
々
改
正
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
安
養
（
ア
ン
ニ
ャ
ン
）

市
で
二
人
の
小
学
生
等
が
強
姦
の
う
え
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
契
機
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
六
月
一
三
日
、
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
す

る
強
姦
致
死
罪
の
法
定
刑
を
、
刑
法
上
の
無
期
又
は
一
〇
年
以
上
の
懲
役
か
ら
、
死
刑
、
無
期
又
は
一
〇
年
以
上
の
懲
役
と
す
る
な

ど
の
改
正
法
が
成
立
し
て
い
る
（
二
〇
〇
八
年
法
律
九
一
一
〇
号
））
。

ま
た
、
刑
法
犯
の
加
重
処
罰
を
定
め
た
特
別
刑
法
の
中
で
は
特
定
犯
罪
加
重
処
罰
等
に
関
す
る
法
律
（
一
九
九
六
年
法
律
第
一
七

四
四
号
）
が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
な
か
に
は
未
成
年
者
略
取
・
誘
拐
の
際
に
一
定
の
行
為
を
行
っ
た
者
を
加
重
処
罰
す

る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
し
（
五
条
の
二
）、
一
九
九
〇
年
の
特
定
強
力
犯
罪
の
処
罰
に
関
す
る
特
例
法
（
一
九
九
〇
年
法
律
第
四
二

九
五
号
）
に
お
い
て
も
、
強
姦
や
強
制
わ
い
せ
つ
を
含
む
一
定
の
犯
罪
を

特
定
強
力
犯
罪

と
定
め
、
累
犯
加
重
（
三
条
）
や
執

行
猶
予
の
要
件
（
五
条
）
に
つ
い
て
、
刑
法
よ
り
厳
し
い
内
容
の
規
定
を
置
く
と
と
も
に
、
証
人
や
被
害
者
の
保
護
に
つ
い
て
も
定

め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
制
定
さ
れ
た

青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法
律

（
当
時
二
〇
〇
〇
年
法
律
第
六
二
六
一
号
）
は
、
一

九
歳
未
満
の
青
少
年
を
対
象
と
す
る
性
犯
罪
の
処
罰
の
特
例
と
被
害
青
少
年
の
支
援
並
び
に
売
春
行
為
を
し
た
青
少
年
の
保
護
処
分
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手
続
を
定
め
る
ほ
か
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る
性
犯
罪
者
の
身
上
公
開
と
情
報
閲
覧
の
制
度
を
導
入
し
た
法
律
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

は
青
少
年
を
対
象
と
し
た
強
姦
（
五
年
以
上
の
懲
役
）
等
の
加
重
処
罰
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（
七
条
）。

⑶

身
上
情
報
登
録
・
閲
覧
制
度

二
〇
〇
〇
年
に

青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法
律

（
二
〇
〇
〇
年
法
律
第
六
二
六
一
号
）
が
制
定
さ
れ
、
満
一
九
歳
未
満
の
青

少
年
に
対
す
る
強
姦
や
強
制
わ
い
せ
つ
等
の
性
暴
力
犯
罪
の
ほ
か
、
青
少
年
に
対
す
る
買
春
や
人
身
売
買
で
有
罪
が
確
定
し
た
者
の

氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
職
業
・
住
所
（
市
・
群
・
区
ま
で
）
及
び
犯
罪
事
実
の
概
要
が
一
般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
身

上
公
開
制
度
と
呼
ば
れ
た

）
。
二
〇
〇
一
年
八
月
三
〇
日
に
第
一
回
の
公
開
で
一
六
九
名
の
性
犯
罪
者
の
身
上
が
公
開
さ
れ
、
爾
来
、

二
〇
〇
七
年
一
一
月
の
第
一
三
次
公
開
ま
で
に
計
六
、
一
五
九
名
の
身
上
公
開
が
行
わ
れ
て
き
た

）
。

し
か
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
身
上
公
開
制
度
自
身
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
メ
ー
ガ
ン
法
の
よ
う
な
危
険

な
性
犯
罪
者
が
釈
放
さ
れ
た
後
の
帰
住
地
で
住
所
登
録
さ
せ
、
そ
の
危
険
性
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
そ
の
情
報
を
一
般
公
開
し
た
り
、

教
育
関
係
機
関
に
提
供
し
た
り
す
る
制
度
と
は
異
な
り
、
有
罪
判
決
が
確
定
し
た
時
点
で
、
性
犯
罪
者
の
氏
名
等
の
個
人
情
報
を
公

開
す
る
こ
と
に
よ
る
犯
罪
抑
止
効
果
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
公
開
さ
れ
る
住
所
も
、
裁
判
時
点
で
の
、

し
か
も
大
凡
の
住
所
で
あ
っ
て
、
将
来
、
刑
事
施
設
か
ら
釈
放
さ
れ
た
と
き
の
帰
住
先
住
所
で
は
な
い
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
五
年
の
同
法
一
部
改
正
に
よ
り
（
二
〇
〇
五
年
法
律
第
七
八
〇
一
号
）、
身
上
公
開
制
度
は

維
持
し
つ
つ
、
一
定
の
性
犯
罪
に
よ
り
二
回
以
上
禁
錮
以
上
の
実
刑
を
受
け
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
執
行
を
終
わ
り
又
は
免
除
を

受
け
た
者
で
、
性
犯
罪
の
再
犯
を
犯
す
危
険
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
は
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
住
所
、
写
真
を
国
家
青

少
年
委
員
会
（
警
察
に
委
託
）
に
登
録
さ
せ
、
そ
の
情
報
を
五
年
間
保
存
し
、
被
害
者
や
教
育
関
連
機
関
の
長
に
閲
覧
を
認
め
る
身

上
情
報
登
録
・
閲
覧
制
度
が
創
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
七
年
八
月
の
一
部
改
正
に
よ
り
（
二
〇
〇
七
年
法
律
八
六
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三
四
号
）、
六
年
余
り
に
亘
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
身
上
公
開
制
度
が
最
終
的
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
も
身
上
情
報
登
録
・
閲
覧
制

度
が
二
度
に
亘
っ
て
改
正
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
制
度
は
、
性
犯
罪
に
よ
り
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
、
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
す
る

性
犯
罪
で
有
罪
が
確
定
し
た
者
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
閲
覧
命
令
を
言
渡
さ
れ
た
性
犯
罪
者
に
、
警
察
署
又
は
刑
事
施
設
で
住
民
登
録

番
号
、
住
所
、
職
業
、
写
真
、
所
有
車
輌
の
登
録
番
号
を
登
録
さ
せ
、
当
該
情
報
を
一
〇
年
間
保
存
し
て
、
登
録
対
象
者
の
住
所
を

管
轄
す
る
市
・
群
・
区
に
居
住
す
る
青
少
年
の
法
定
代
理
人
又
は
教
育
関
連
機
関
の
長
に
閲
覧
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
韓
国
で
も
、
性
犯
罪
者
の
居
住
地
を
含
む
情
報
の
事
実
上
の
一
般
公
開
に
近
い
制
度
に
改
め

ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
ガ
ン
法
に
近
づ
く
形
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法
律
に
よ

り
、
元
性
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
の
確
定
後
一
〇
年
間
、
教
育
関
連
機
関
に
就
職
し
た
り
、
こ
れ
を
運
営
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、

こ
れ
に
反
し
て
就
業
・
運
営
し
た
者
の
解
職
を
要
求
す
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
も
導
入
さ
れ
て
お
り
（
四
二
条
乃
至
四
四
条
）、
憲
法

上
の
職
業
選
択
の
自
由
に
対
し
一
定
の
制
限
を
加
え
る
と
い
う
非
常
に
強
硬
な
制
度
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

⑷

外
出
制
限
命
令
と
音
声
監
督
シ
ス
テ
ム

韓
国
で
は
、
裁
判
所
又
は
保
護
観
察
審
査
委
員
会
が
、
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
や
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
を
決
定
す
る
際
、
一
定

時
間
の
外
出
を
制
限
す
る
特
別
遵
守
事
項
を
課
す
こ
と
が
で
き
、
外
出
制
限
命
令
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
自
宅
拘

禁
（ho

u
se

arrest

）
と
似
た
機
能
を
も
つ
が
、
韓
国
の
場
合
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
単
独
の
制
裁
と
し
て
科
す
か
、
プ
ロ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
付
随
し
て
課
す
も
の
で
は
な
く
、
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
課
さ
れ
る
点
で
異
な
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
の
場
合
、
自
宅
拘
禁
に
は
、
夜
間
の
み
外
出
を
制
限
す
る
も
の
（cu

rfe
w

）、
仕
事
や
学
校
等
の
時
間
帯
以
外
の
外
出
を
禁
止
す

る
も
の
（ho

m
e
co

nfin
e
m
e
nt,

h
o
m
e
d
ete

ntio
n

）、
裁
判
所
へ
の
出
廷
や
処
遇
な
ど
裁
判
所
が
許
可
し
た
時
間
以
外
は
原
則
と
し

て
二
四
時
間
、
自
宅
か
ら
の
外
出
を
禁
ず
る
も
の
（ho

m
e
in
carceratio

n

）
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
る
が
、
韓
国
の
制
度
は
、
こ
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の
う
ち
の
夜
間
外
出
制
限
に
近
く
、
外
出
禁
止
の
時
間
帯
と
外
出
制
限
の
期
間
を
決
め
て
言
い
渡
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
こ
の
制
度
が
実
際
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
電
話
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
自

動
監
視
の
技
術
が
開
発
さ
れ
、
監
督
者
を
用
い
ず
と
も
、
遠
隔
的
且
つ
自
動
的
に
監
視
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
が
第

一
世
代
の
電
子
監
視
と
し
て
、
一
般
に
受
動
シ
ス
テ
ム
（passiv

e
s
y
ste

m

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
韓
国
で
も
、
外
出
制
限
命
令
制

度
の
施
行
に
あ
た
り
、
外
出
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
時
間
帯
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
対
象
者
宅
の
有
線
電
話
に
対
し
無
作
為
に
電
話
を

か
け
、
声
紋
分
析
、
本
人
確
認
の
た
め
の
設
問
、
電
話
発
信
地
確
認
を
通
じ
て
在
宅
確
認
を
行
う
音
声
監
督
シ
ス
テ
ム
（C

V
S:

C
u
rfe

w
S
u
p
ervisin

g
V
oice

V
erificatio

n
S
y
ste

m

）
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
一
二
月
ま
で

の
試
験
実
施
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
全
国
三
五
箇
所
の
保
護
観
察
所
に
拡
大
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
中
に
二
、
八
五
七
名
が
対
象

と
な
り
、
そ
の
再
犯
率
は
三
・
六
％
と
、
一
般
保
護
観
察
対
象
者
の
七
・
五
％
の
半
分
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

）
。

し
か
し
、
こ
の
外
出
制
限
命
令
は
、
元
来
、
夜
間
住
居
侵
入
、
強
盗
、
窃
盗
、
売
・
買
春
な
ど
夜
間
に
お
け
る
犯
行
の
可
能
性
が

高
い
犯
罪
者
が
対
象
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
が

）
、
試
験
実
施
の
結
果
、
対
象
者
の
九
七
%
が
少
年
で
あ
り
、
八
割
が
窃
盗
と
暴

力
事
犯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
韓
国
法
務
部
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
、
対
象
者
を
成
人
や
性
暴
力
犯
罪
者
に
対
し
積
極
的
に
適
用
し

て
い
く
よ
う
保
護
観
察
審
査
委
員
会
に
指
示
す
る
と
と
も
に
、
法
院
に
も
広
報
を
行
う
な
ど
、
制
度
の
適
用
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
で
は
、
様
々
な
性
犯
罪
対
策
に
加
え
、
性
犯
罪
者
の
被
害
者
保
護
策
も
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り

）
、
今
回
の
電

子
監
視
制
度
も
そ
う
し
た
従
来
か
ら
の
諸
施
策
に
加
え
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
唐
突
に
電
子
監
視
制
度
の
み
導
入
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
我
が
国
に
お
け
る
電
子
監
視
制
度
や
そ
の
他
の
性
犯
罪
対
策
を
論
ず
る
上
で
も
十
分
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
近
時
、
韓
国
で
も
、
重
大
性
犯
罪
事
件
の
続
発
を
背
景
に
、
治
療
監
護
処
分
対
象
者
に
対
す
る
化
学
的
去
勢
に
関

す
る
法
案
提
出
な
ど

）
、
非
常
に
強
硬
な
性
犯
罪
対
策
を
含
む
種
々
の
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、

制
度
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
慎
重
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。
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3

立
法
の
経
緯

本
法
は
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
提
出
し
た
法
案
に
よ
る
議
員
立
法
で
あ
る
。
法
案
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
一
四

日
、
同
党
の
パ
ク
・
セ
フ
ァ
ン
議
員
ほ
か
九
五
名
に
よ
っ
て
第
二
五
五
回
国
会
に
提
出
さ
れ
（
以
下
、
二
〇
〇
五
年
法
案
と
呼
ぶ
）、

法
制
司
法
委
員
会
を
経
て
、
法
案
審
査
の
小
委
員
会
に
回
付
さ
れ
た
が
、
人
権
や
実
効
性
に
対
す
る
批
判
も
あ
っ
て
、
継
続
審
査
と

な
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に
龍
山
（
ヨ
ン
サ
ン
）
で
発
生
し
た
小
学
生
強
姦
殺
人
事
件
等
を
契
機

と
し
て
審
議
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
二
〇
〇
七
年
三
月
二
九
日
、
第
二
六
六
回
国
会
に
お
け
る
小
委
員
会
で
法
案
が
修
正
の

上
議
決
さ
れ
、
翌
日
に
は
親
委
員
会
も
通
過
し
て
、
同
年
四
月
二
日
の
国
会
本
会
議
に
お
い
て
修
正
法
案
が
可
決
成
立
し
、
四
月
二

七
日
に
法
律
第
八
三
九
四
号
と
し
て
成
立
し
た
（
以
下
、
二
〇
〇
七
年
法
と
呼
ぶ
）。

当
初
の
法
律
で
は
、
施
行
は
公
布
の
一
年
六
月
が
経
過
し
た
日
と
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
八
日
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
か
ら
翌
三
月
に
か
け
て
安
養
（
ア
ン
ニ
ャ
ン
）
や
濟
州
（
チ
ェ
ジ
ュ
）
道
、
一
山
（
イ
ハ
サ
ン
）
に

お
い
て
幼
い
児
童
を
対
象
と
す
る
強
姦
殺
人
事
件
等
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
四
月
二
四
日
、
本
法
の
法
案
提
出
者

で
あ
る
パ
ク
・
セ
フ
ァ
ン
議
員
等
一
一
名
に
よ
っ
て
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
第
二
七
二
回
国
会
に
提
出
さ
れ
（
以
下
、

二
〇
〇
八
年
法
案
と
呼
ぶ
）、
約
一
か
月
の
ス
ピ
ー
ド
審
議
で
小
委
員
会
と
委
員
会
を
一
部
修
正
の
上
通
過
し
、
同
年
五
月
二
二
日
に

本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
六
月
一
三
日
、
法
律
第
九
一
一
二
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
一
部
改
正
法
に
よ
り
、
施
行
日
が
早
め
ら

れ
、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
以
下
、
二
〇
〇
八
年
法
と
呼
ぶ
）。

二
〇
〇
八
年
に
行
わ
れ
た
法
施
行
前
の
改
正
は
、
一
部
改
正
と
は
言
え
、
電
子
監
視
期
間
の
拡
大
、
特
別
遵
守
事
項
と
違
反
時
の

刑
事
処
罰
規
定
の
新
設
、
性
犯
罪
者
を
公
訴
提
起
し
な
い
場
合
の
電
子
監
視
命
令
の
独
立
請
求
制
度
の
削
除
な
ど
、
大
幅
な
制
度
改

正
と
な
っ
て
い
る
。
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Ⅲ

韓
国
の
電
子
監
視
制
度
の
概
要
と
特
色

1

制
度
の
目
的

法
は
、
そ
の
目
的
規
定
に
お
い
て
、

性
暴
力
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
と
性
行
の
矯
正
を
通
じ
た
再
社
会
化
の
た
め
、
そ
の
行
跡
を

追
跡
し
、
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
装
置
を
身
体
に
装
着
す
る
よ
う
に
す
る
付
加
的
な
措
置
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
性

暴
力
犯
罪
か
ら
国
民
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

（
第
一
条
）
と
定
め
、
電
子
監
視
の
目
的
が
、
性
暴
力
犯
罪
者
の
監
視
に

よ
る
再
犯
防
止
だ
け
で
な
く
、
性
格
の
矯
正
を
通
じ
た
再
社
会
化
に
も
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
法
案
が

）
、

こ
の
法
は
、
懲
役
刑
を
宣
告
さ
れ
た
特
定
性
暴
力
犯
罪
者
が
そ
の
刑
期
を
終
え
た
後
、
同
じ
犯
罪
を
再

び
犯
す
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
そ
の
行
跡
を
追
跡
、
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
追
跡
電
子
装
置
を
身
体
に
装
着
さ
せ

る
付
加
的
措
置
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
性
暴
力
犯
罪
か
ら
国
民
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

と
だ
け
規
定
し
、
性
犯
罪

者
の
処
遇
で
は
な
く
、
単
に
性
犯
罪
者
の
社
会
内
で
の
監
視
に
よ
る
国
民
の
保
護
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
こ
う
し

た
立
法
目
的
が
よ
り
明
確
と
な
ろ
う
。

国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
に
対
す
る
検
討
報
告
書
に
お
い
て
も
、
既
に
、
法
案
は

社
会
防
衛
を
目
的
と
す
る
と
い
う
点
は
明
白

で
あ
る
が
、
保
安
処
分
の
異
な
る
目
的
で
あ
る
犯
罪
者
に
対
す
る
教
育
・
治
療
又
は
再
社
会
化
の
効
果
を
意
図
し
て
い
る
点
に
対
し

て
は
、
法
文
だ
け
か
ら
は
、
そ
の
趣
旨
が
明
白
で
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

）
、
国
会
司
法
法
制
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の

結
果
、
懲
役
刑
の
執
行
を
終
え
た
電
子
監
視
命
令
対
象
者
に
対
す
る
保
護
観
察
官
の
指
導
・
援
護
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
電
子
監
視

を
実
質
的
な
犯
罪
者
処
遇
の
制
度
と
す
る
た
め
の
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
の
一
部
法
改
正
で
は
、
裁
判
所

が
電
子
監
視
命
令
を
言
い
渡
す
場
合
、
外
出
制
限
や
立
入
禁
止
の
ほ
か
、
性
暴
力
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
な
ど
、
対
象
者
が
履
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
遵
守
事
項
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
な
ど
（
法
九
条
の
二
）、
処
遇
制
度
と
し
て
の
性
格
が
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強
め
ら
れ
て
い
る
。

2

電
子
監
視
命
令
の
法
的
性
格

本
法
に
基
づ
き
裁
判
所
が
言
い
渡
す
電
子
監
視
命
令
は
、
保
安
処
分
で
あ
る
。
法
案
の
国
会
審
議
の
過
程
で
も
、

犯
罪
者
の
再

犯
を
防
止
す
る
た
め
の
保
安
処
分
的
性
格
が
強
い
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
、
本
法
に
よ
る
電
子
監
視
命
令
が
、

社
会
の
安
全
と
犯
罪
者
の
教
育
・
治
療
又
は
再
社
会
化
を
企
図
す
る
保
安
処
分
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

）
。
成
立

し
た
法
に
お
い
て
も
、
電
子
監
視
命
令
の
要
件
と
し
て
、
性
暴
力
犯
罪
を
再
び
犯
す
危
険
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
し
（
法
五
条
一
項
）、

電
子
監
視
命
令
を
宣
告
す
る
場
合
で
も
、
性
暴
力
犯
罪
被
告
事
件
へ
の
量
刑
に
有
利
に
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の

も
（
法
九
条
五
項
）、
本
命
令
の
保
安
処
分
と
し
て
の
性
格
故
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
電
子
監
視
命
令
の
要
件
も
、
廃
止
さ
れ
た

社
会
保
護
法
に
基
づ
く
保
安
処
分
と
し
て
の
保
護
監
護
処
分
の
要
件
に
酷
似
し
て
い
る
。

我
が
国
で
は
こ
う
し
た
保
安
処
分
に
対
す
る
批
判
や
懐
疑
論
が
根
強
い
が
、
前
章
で
紹
介
し
た
通
り
、
韓
国
で
は
、
諸
外
国
同
様
、

罪
を
犯
し
た
者
の
う
ち
、
再
犯
の
危
険
性
が
高
く
、
特
別
な
教
育
や
治
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
者
に
対
す
る
保
安
処
分
が
制
度
化

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
電
子
監
視
命
令
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
既
存
の
法
制
度
の
背
景
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成
立
し
得
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

一
方
、
本
法
で
は
、
裁
判
所
が
刑
の
言
渡
し
と
と
も
に
科
す
電
子
監
視

命
令

と
は
別
に
、
仮
釈
放
者
や
執
行
猶
予
者
で
保
護

観
察
の
対
象
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
電
子
監
視
の
制
度
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
保
安
処
分
で
は
な
く
、
刑
罰
の
執
行
に
お
け
る

付
随
的
な
措
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
法
に
基
づ
く
電
子
監
視
に
は
、
保
安
処
分
と
し
て
の
電
子
監
視

命
令

と
、
刑
罰
の
付
随
措
置
と
し
て
の
電
子
監
視
と
い
う
、
異
な
る
法
的
性
質
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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3

電
子
監
視
命
令
の
対
象
（
要
件
）

電
子
監
視
命
令
は
、
罪
種
と
前
科
に
よ
る
形
式
的
要
件
と
、
再
犯
の
危
険
性
と
い
う
実
質
的
要
件
を
具
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑴

形
式
的
要
件
│
罪
種

ま
ず
、
形
式
的
要
件
た
る
罪
種
に
つ
い
て
は
、
法
が
定
め
る
強
姦
、
強
制
わ
い
せ
つ
、
強
姦
致
死
傷
、
強
盗
強
姦
、
一
三
歳
未
満

の
者
に
対
す
る
姦
淫
な
ど

性
暴
力
犯
罪

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
法
二
条
一
項
）。
性
犯
罪
に
限
っ
て
電
子
監
視
命
令
の
対
象
と

す
る
理
由
と
し
て
は
、
海
外
に
お
け
る
電
子
監
視
制
度
の
展
開
や
韓
国
に
お
け
る
重
大
性
犯
罪
事
件
の
発
生
と
い
っ
た
背
景
に
加
え
、

性
犯
罪
者
の
再
犯
可
能
性
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

）
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
電
子
監
視
の
う
ち
、
電
波
発
信
機
と
電
話
機
に
よ
る
受
動
シ
ス
テ
ム
（passiv

e
s
y
ste

m

）
を
用
い
た
自
宅

拘
禁
は
、
元
々
、
自
由
刑
の
代
替
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
者
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
近
年

の

G
P
S

を
使
っ
た
電
子
監
視
の
能
動
シ
ス
テ
ム
（activ

e
s
y
ste

m

）
は
特
定
性
犯
罪
者
な
ど
重
大
犯
罪
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
韓
国
の
電
子
監
視
も
こ
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
か
ら
、
対
象
を
性
犯
罪
に
限
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

わ
い
せ
つ
や
姦
淫
目
的
の
略
取
・
誘
拐
の
罪
（
韓
国
刑
法
二
八
八
条
一
項
）
も
対
象
に
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
は
立
法

上
の
不
備
で
あ
ろ
う
。

⑵

形
式
的
要
件
│
前
科
・
複
数
犯
行

法
は
、
電
子
監
視
命
令
（
請
求
）
の
要
件
と
し
て
次
の
四
つ
の
場
合
を
定
め
て
い
る
（
法
五
条
一
項
）。

一

性
暴
力
犯
罪
で
二
回
以
上
懲
役
刑
の
実
刑
を
宣
告
さ
れ
、
そ
の
刑
期
の
合
計
が
三
年
以
上
で
あ
る
者
が
、
そ
の
執
行
を
終
了
し
た
後
又
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は
執
行
が
免
除
さ
れ
た
後
五
年
以
内
に
性
暴
力
犯
罪
を
行
っ
た
と
き

二

こ
の
法
に
よ
る
電
子
装
置
を
装
着
さ
れ
た
前
歴
の
あ
る
者
が
再
び
性
暴
力
犯
罪
を
行
っ
た
と
き

三

性
暴
力
犯
罪
を
二
回
以
上
犯
し
、
そ
の
習
癖
が
認
め
ら
れ
る
と
き

四

一
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
性
暴
力
犯
罪
を
行
っ
た
と
き

一
号
と
二
号
は
、
性
暴
力
犯
罪
に
よ
る
前
科
や
性
暴
力
犯
罪
に
よ
る
電
子
監
視
の
前
歴
を
要
件
と
し
て
い
る
。
三
号
の
二
回
以
上

の
性
暴
力
犯
罪
と
い
う
要
件
は
、
性
暴
力
犯
罪
に
よ
る
刑
の
確
定
や
執
行
が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
見
て
、
検
挙
ま
で
に

性
暴
力
犯
罪
を
複
数
回
行
っ
て
い
た
併
合
罪
の
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
性
暴
力
犯

罪
の

習
癖

が
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
一
号
か
ら
三
号
ま
で
の
要
件
は
、
廃
止
さ
れ
た
社
会
保
護
法
に
基
づ
く
保
安

処
分
と
し
て
の
保
護
監
護
処
分
の
要
件
と
酷
似
し
て
お
り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
電

子
監
視
命
令
の
要
件
に
性
犯
罪
の
前
科
等
を
要
求
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
四
号
の
場
合
、
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
し
て

性
暴
力
犯
罪

を
行
っ
た
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
前
科
や
前
歴
が

必
要
な
く
、
電
子
監
視
命
令
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
に
対
す
る
性
犯
罪
は
常
習
性
・
再
犯
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
性
犯
罪
に
は
、
前
科
を
要
件
と
せ
ず
、
一
度
の
犯
行
で
も
電
子
監
視
命
令
を
可
能
と
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
法
案
で
は
、
一
三
歳
未
満
で
は
な
く
、
一
九
歳
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
常
習
性
や

累
犯
性
を
要
件
と
し
な
い
の
は
過
度
な
刑
事
制
裁
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
呈
さ
れ

）
、
結
局
、
国
会
審
議
過
程
で
一
三
歳
未
満
の
者

に
対
す
る
性
犯
罪
に
限
定
す
る
内
容
に
修
正
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
法
案
で
は
、
五
号
と
し
て
、
心
神
喪
失
者
が
懲
役
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
と
き
、
と
い
う
要
件
が
定
め
ら
れ

て
い
た
が
、
心
神
喪
失
者
に
は
電
子
監
視
の
効
果
が
期
待
で
き
ず
、
む
し
ろ
治
療
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
、
削
除
さ
れ
た
。
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⑶

形
式
的
要
件
│
被
処
分
者
の
年
齢

電
子
監
視
命
令
の
対
象
は
満
一
九
歳
以
上
の
者
に
限
ら
れ
、
一
九
歳
未
満
の
者
に
対
し
て
は
、
電
子
監
視
命
令
を
科
す
こ
と
が
で

き
な
い
（
法
四
条
）。
二
〇
〇
五
年
法
案
で
は
、
未
成
年
者
に
対
し
て
電
子
監
視
命
令
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
規
定
さ
れ

て
い
た
が
（
二
〇
〇
五
年
法
案
四
条
二
項
）、
国
会
審
議
の
過
程
で
現
行
法
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。
こ
こ
で
言
う
未
成
年
者
の
定
義

は
定
か
で
な
い
が
、
も
し
民
法
上
の
未
成
年
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
韓
国
の
場
合
、
二
〇
歳
未
満
の
者
が
未
成
年
者
と
な
っ
て
い
る

た
め
（
韓
国
民
法
四
条
）、
成
立
し
た
本
法
よ
り
も
除
外
対
象
が
広
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

本
法
に
お
け
る
満
一
九
歳
と
い
う
年
齢
基
準
は
、
韓
国
の
場
合
、
青
少
年
の
有
害
環
境
か
ら
の
保
護
を
定
め
た
青
少
年
保
護
法

（
一
九
九
七
年
法
律
第
五
二
九
七
号
）
や
（
二
条
一
項
）、
青
少
年
を
対
象
と
す
る
性
犯
罪
処
罰
の
特
例
や
被
害
青
少
年
の
保
護
、
さ
ら

に
青
少
年
を
対
象
と
す
る
性
犯
罪
者
の
身
上
情
報
登
録
・
閲
覧
な
ど
を
定
め
た
青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法
律
で
用
い
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
（
二
条
一
項
）、
こ
れ
ら
の
法
律
で
は
一
九
歳
未
満
の
者
を
青
少
年
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
法
律
で

は
、
い
ず
れ
も
一
九
歳
に
達
す
る
年
の
一
月
一
日
を
迎
え
た
者
は
青
少
年
か
ら
除
外
す
る
と
し
て
い
る
が
、
電
子
監
視
の
適
用
対
象

に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
成
年
擬
制
の
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。

⑷

実
質
的
要
件
│
再
犯
の
危
険
性

検
事
は
、
先
の
前
科
等
の
要
件
に
該
当
し
、
且
つ
、

性
暴
力
犯
罪

を
再
び
犯
す
危
険
性
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
、
電
子
監
視

命
令
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
（
法
五
条
一
項
）、
電
子
監
視
命
令
の
要
件
と
し
て
再
犯
の
危
険
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇

五
年
法
案
で
は
、
こ
う
し
た
実
質
的
要
件
と
し
て
の
再
犯
の
危
険
性
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
国
会
審
議
の
過
程
で
出
さ
れ

た
修
正
案
に
お
い
て
追
加
さ
れ
て
い
る
。
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4

電
子
監
視
命
令
の
期
間

電
子
監
視
命
令
の
期
間
は
一
〇
年
以
下
と
さ
れ
（
法
九
条
一
項
）、
性
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
刑
の
執
行
が
終
了
す
る
か
、
刑
の
執
行

が
免
除
さ
れ
た
日
又
は
仮
釈
放
さ
れ
た
日
か
ら
執
行
さ
れ
る
（
法
一
三
条
一
項
）。
対
象
者
が
、
刑
罰
で
は
な
く
、
保
安
処
分
と
し
て

の
治
療
監
護
処
分
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
治
療
監
護
処
分
の
執
行
が
終
了
又
は
仮
終
了
と
な
る
日
か
ら
執
行
さ
れ
る
（
同
）。

二
〇
〇
七
年
法
で
は
、
電
子
監
視
の
期
間
は
五
年
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
法
で
は
一
〇
年
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
改
正

の
背
景
に
は
、
立
法
の
経
緯
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
安
養
（
ア
ン
ニ
ャ
ン
）
や
一
山
（
イ
ル
サ
ン
）
で
発
生
し
た
子
供
に
対

す
る
性
犯
罪
事
件
が
あ
る
が
、
法
務
部
も
、
特
定
性
暴
力
犯
罪
の
再
犯
性
の
高
さ
と
性
犯
罪
の
弊
害
を
考
慮
す
る
と
、
性
犯
罪
者
の

再
犯
要
因
の
除
去
や
被
害
者
の
保
護
の
た
め
に
は
五
年
と
い
う
期
間
は
短
す
ぎ
る
と
い
う
改
正
意
見
を
表
明
し
て
い
る

）
。

国
会
審
議
の
過
程
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
電
子
監
視
期
間
が
最
高
終
身
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
ビ
ク
ト
リ
ア
州
）
一
五
年
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
一
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
六
年
と
い
っ
た
諸
外
国
の
立
法
例
を
も
勘
案
し
な
が
ら
も
、
海
外
で
も
長
期
の

電
子
監
視
が
開
始
さ
れ
て
間
も
な
い
た
め
、
対
象
者
の
不
適
応
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
長
期
の
電
子
監
視

に
は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
が
学
界
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
。
し
か
し
、
結
局
、
電
子
監
視
期
間

の
拡
大
に
つ
い
て
の
改
正
法
案
は
、
そ
の
ま
ま
国
会
を
通
過
し
、
現
行
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
対
象
者
が
電
子
装
置
を
身
体
か
ら
取
り
外
す
か
、
損
傷
す
る
な
ど
そ
の
機
能
を
害
し
た
期
間
は
、
電
子
監
視
の
期
間
に
算

入
し
な
い
（
三
二
条
二
項
）。
但
し
、
保
護
観
察
対
象
者
の
電
子
監
視
の
期
間
は
、
保
護
観
察
期
間
を
超
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
同
但
書
）。

5

電
子
監
視
命
令
の
請
求
手
続
と
決
定
機
関

電
子
監
視
命
令
の
請
求
権
者
は
、
検
事
で
あ
る
（
法
五
条
一
項
）。
検
事
は
、
電
子
監
視
命
令
の
形
式
的
要
件
及
び
実
質
的
要
件
に
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合
致
す
る
と
判
断
す
る
と
き
は
、
性
暴
力
犯
罪
被
告
事
件
を
審
理
す
る
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
公
訴
提
起
か
ら
第
一
審
判
決
宣
告
ま

で
で
あ
れ
ば
電
子
監
視
命
令
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
五
条
二
項
、
七
条
）。
検
事
が
電
子
監
視
命
令
の
請
求
を
行
わ
な
い

場
合
で
も
、
裁
判
所
が
、
公
訴
が
提
起
さ
れ
た
性
暴
力
犯
罪
事
件
を
審
理
し
た
結
果
、
電
子
監
視
命
令
を
宣
告
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
時
に
は
、
検
事
に
電
子
監
視
命
令
の
請
求
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
五
条
三
項
）。

二
〇
〇
五
年
法
案
で
は
、
現
行
法
の
よ
う
に
公
訴
提
起
に
併
せ
て
電
子
監
視
命
令
を
請
求
す
る
ほ
か
、
心
神
喪
失
者
と
し
て
韓
国

刑
法
一
〇
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
、
懲
役
以
上
の
刑
に
相
当
す
る
性
暴
力
犯
罪
を
犯
し
た
と
き
と
、

親
告
罪
で
告
訴
が
な
い
か
、
取
り
消
さ
れ
、
公
訴
を
提
起
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
電
子
監
視
命
令
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
電
子
監
視
命
令
の
独
立
請
求
規
定
を
置
い
て
い
た
（
二
〇
〇
五
年
法
案
九
条
）。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
社
会
保
護

法
に
お
い
て
、
保
安
処
分
た
る
保
護
監
護
処
分
や
治
療
監
護
処
分
を
請
求
す
る
と
き
に
、
公
訴
提
起
と
併
せ
て
請
求
す
る
場
合
と
、

独
立
し
て
請
求
す
る
場
合
の
双
方
を
認
め
て
い
た
の
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
法
案
の
独
立
請
求
制
度
に
対
し
て
は
、
国
会
審
議
に

お
い
て
、
心
神
喪
失
者
に
つ
い
て
は
再
犯
防
止
効
果
が
期
待
し
に
く
い
対
象
者
で
あ
り
、
む
し
ろ
治
療
が
必
要
な
犯
罪
者
で
あ
る
と

し
、
ま
た
親
告
罪
に
お
い
て
告
訴
が
な
い
場
合
に
被
害
者
の
意
思
を
無
視
し
て
電
子
監
視
命
令
を
独
立
請
求
し
て
、
そ
の
た
め
の
裁

判
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
被
害
者
の
名
誉
感
情
を
尊
重
す
る
と
い
う
親
告
罪
本
来
の
趣
旨
を
半
減
さ
せ
る
こ

と
が
憂
慮
さ
れ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ

）
、
最
終
的
に
こ
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。
も
し
、
電
子
監
視
が
対
象
者
の
行
動
監
視
だ
け
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
独
立
請
求
を
認
め
、
心
神
喪
失
者
に
電
子
監
視
を
行
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

心
神
喪
失
者
に
は
む
し
ろ
医
学
的
治
療
を
優
先
す
べ
き
と
の
理
由
か
ら
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
電
子
監
視
が
単
な
る

行
動
監
視
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

検
事
は
、
電
子
監
視
命
令
の
請
求
を
行
う
に
あ
た
り
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
保
護
観
察
所
の
長
に
、
犯
罪
の
動
機
、
被
害
者
と

の
関
係
、
心
理
状
態
、
再
犯
の
危
険
性
な
ど
被
疑
者
に
関
し
て
必
要
な
事
項
の
調
査
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
六
条
一
項
）。
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こ
れ
も
、
二
〇
〇
五
年
法
案
の
時
点
で
は
、
検
事
が
司
法
警
察
職
員
を
指
揮
し
て
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

た
が
（
二
〇
〇
五
年
法
案
七
条
）、
国
会
審
議
の
過
程
で
、
処
遇
制
度
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
電
子
監
視
の
再
犯
防
止
効
果
を
高
め

る
た
め
の
修
正
が
施
さ
れ
、
電
子
監
視
命
令
請
求
に
際
し
て
の
調
査
に
お
い
て
も
、
保
護
観
察
所
の
長
に
対
し
調
査
を
要
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

裁
判
所
は
、
検
事
の
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、
性
暴
力
犯
罪
被
告
事
件
の
判
決
言
渡
し
と
同
時
に
、
判
決
で
電
子
監

視
命
令
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
九
条
）。
但
し
、
性
暴
力
犯
罪
被
告
事
件
に
対
し
、
無
罪
、
免
訴
、
公
訴
棄
却
、
罰

金
刑
、
宣
告
猶
予
又
は
執
行
猶
予
の
裁
判
を
行
う
と
き
に
は
、
判
決
で
請
求
を
棄
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
二
項
）。
し
か
し
、

性
暴
力
犯
罪
者
に
対
し
、
保
護
観
察
附
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
場
合
に
は
、
保
護
観
察
期
間
の
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
、
遵
守
事

項
の
履
行
有
無
の
確
認
を
す
る
な
ど
の
目
的
で
電
子
装
置
の
装
着
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
二
八
条
）。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
五

年
法
案
の
国
会
審
議
の
過
程
で
、
仮
釈
放
対
象
者
等
に
対
す
る
電
子
監
視
制
度
と
共
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
が
電
子

監
視
命
令
を
言
い
渡
す
点
で
は
、
通
常
の
電
子
監
視
命
令
と
同
様
で
あ
る
が
、
検
察
官
の
請
求
が
必
要
な
い
こ
と
と
、
執
行
猶
予
に

付
さ
れ
た
保
護
観
察
に
お
け
る
遵
守
事
項
の
履
行
確
認
を
行
う
た
め
、
保
護
観
察
期
間
の
範
囲
内
で
裁
判
所
が
定
め
て
期
間
に
限
っ

て
電
子
監
視
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
点
で
異
な
る
。
従
っ
て
、
通
常
の
電
子
監
視
命
令
は
、
自
由
刑
の
執
行
終
了
日
又
は
仮
釈
放
日

等
か
ら
一
〇
年
を
限
度
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
の
場
合
、
韓
国
で
は
、
一
年
以
上
五
年
以
下
の
期

間
、
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
、
原
則
と
し
て
猶
予
期
間
が
保
護
観
察
期
間
と
な
る
も
の
の
、
裁
判
所
が
猶
予
期
間
の
範

囲
内
で
保
護
観
察
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
（
刑
法
六
二
条
一
項
、
六
二
条
の
二
第
二
項
・
三
項
）、
電
子
監
視
の
期
間
も
一

年
以
上
五
年
以
下
と
通
常
の
電
子
監
視
命
令
の
期
間
よ
り
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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6

遵
守
事
項

裁
判
所
は
、
電
子
監
視
命
令
を
言
い
渡
す
場
合
、
以
下
の
遵
守
事
項
の
一
つ
な
い
し
複
数
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
九
条

の
二
）。

一

夜
間
な
ど
特
定
時
間
帯
の
外
出
制
限

二

特
定
地
域
・
場
所
へ
の
立
入
禁
止

三

被
害
者
等
特
定
人
へ
の
接
近
禁
止

四

性
暴
力
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講

五

そ
の
他
装
着
命
令
の
宣
告
を
受
け
る
者
の
再
犯
防
止
と
性
行
矯
正
の
た
め
に
必
要
な
事
項

こ
の
遵
守
事
項
の
付
加
は
、
二
〇
〇
八
年
法
に
よ
っ
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
従
来
の
制
度
で
も

性
犯
罪
者
に
対
す
る
二
四
時
間
の
常
時
位
置
追
跡
に
よ
る
心
理
的
圧
迫
を
通
じ
た
再
犯
防
止
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

よ
り
根
本
的
な
再
犯
防
止
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
犯
罪
の
起
き
や
す
い
時
間
帯
で
あ
る
夜
間
の
外
出
制
限
、
学
校
周
辺
な
ど
児
童

性
犯
罪
が
起
き
や
す
い
地
域
に
対
す
る
立
入
禁
止
、
被
害
者
へ
の
接
近
禁
止
等
の
特
別
遵
守
事
項
の
付
加
を
通
じ
て
、
犯
行
機
会
を

事
前
に
遮
断
し
、
性
犯
罪
者
の
性
行
矯
正
の
た
め
の
専
門
心
理
治
療
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
通
じ
、
性
暴
力
犯
罪
の
根
本
的

解
決
策
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
犯
危
険
性
が
高
い
特
定
性
暴
力
犯
罪
者
か
ら
国
民
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
本
法
律
の

制
定
目
的
を
十
分
に
活
か
す
た
め

と
さ
れ
る

）
。
電
子
監
視
命
令
の
執
行
中
は
、
二
〇
〇
七
年
法
当
時
か
ら
、
保
護
観
察
官
が
対
象

者
の
再
犯
防
止
と
健
全
な
社
会
復
帰
の
た
め
必
要
な
指
導
と
援
護
を
行
う
も
の
と
さ
れ
、
対
象
者
の
治
療
、
相
談
施
設
で
の
相
談
や

治
療
な
ど
再
犯
防
止
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
（
法
一
五
条
）、
よ
り
広
範
な
付
加
的

措
置
（
処
分
）
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
措
置
は
対
象
者
の
権
利
や
自
由
を
制
限
す
る
内

容
で
あ
る
の
で
、
裁
判
所
が
電
子
監
視
命
令
の
宣
告
時
に
遵
守
事
項
と
し
て
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
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れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
電
子
監
視
の
創
始
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
自
宅
拘
禁
や
社
会
内
監
督
に
お
け
る
立
入
禁
止
な
ど

を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
電
子
監
視
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
外
出
制
限
や
立
入
禁
止
な
ど

の
措
置
が
な
け
れ
ば
、
電
子
監
視
は
単
な
る
行
動
追
跡
と
検
挙
の
可
能
性
を
通
じ
た
心
理
強
制
に
よ
る
再
犯
抑
止
制
度
に
止
ま
る
も

の
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
む
し
ろ
二
〇
〇
八
年
法
の
電
子
監
視
に
伴
う
遵
守
事
項
制
度
の
創
設
は
当
然
の
要
請
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

な
お
、
二
〇
〇
八
年
法
案
で
は
、
一
号
か
ら
四
号
ま
で
の
遵
守
事
項
し
か
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
国
会
審
議
に
お
い

て
、
五
号
の
包
括
規
定
を
追
加
し
、
併
せ
て
、
裁
判
所
が
複
数
の
遵
守
事
項
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
遵
守
事
項
の
何
れ
か
に
違
反
し
た
場
合
は
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
。
二
〇
〇
八
年
法
案
の
段
階
で
は
、
遵
守
事
項
違
反
に

対
し
て
は
、
一
律
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
（
二
〇
〇
八
年
法
案

三
九
条
）、
改
正
法
で
は
、
最
終
的
に
遵
守
事
項
の
一
号
、
三
号
そ
れ
に
五
号
の
違
反
に
対
し
て
は
、
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰

金
に
下
方
修
正
さ
れ
た
（
法
三
九
条
二
項
）。

7

電
子
監
視
命
令
の
執
行
と
受
信
情
報
の
利
用

電
子
監
視
命
令
の
執
行
は
、
性
暴
力
犯
罪
事
件
に
対
す
る
刑
の
執
行
が
終
了
す
る
か
免
除
若
し
く
は
仮
釈
放
さ
れ
る
日
又
は
治
療

監
護
の
執
行
が
終
了
若
し
く
は
仮
終
了
と
な
る
日
、
釈
放
直
前
に
対
象
者
の
身
体
に
電
子
装
置
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
執
行
す

る
（
法
一
三
条
一
項
）。

し
か
し
、
法
は
、

国
家
は
、
こ
の
法
の
執
行
過
程
で
国
民
の
人
権
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
法
三
条
）
と
の
注
意
義
務
規
定
を
設
け
、
電
子
監
視
命
令
の
執
行
に
お
い
て
も
、

身
体
の
完
全
性
を
害
し
な
い
範
囲
内
で

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
法
一
三
条
二
項
）
と
定
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
韓
国
で
は
、
当
初
、
腕
時
計
の
よ
う
な
電
子
監
視
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の
機
器
を
開
発
し
て
い
た
が
（
い
わ
ゆ
る
電
子
腕
輪
）、
最
終
的
に
は
足
首
に
装
着
す
る
小
型
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が
採
用
さ
れ
、
外
出

時
に
は
、
こ
れ
と
携
帯
電
話
の
よ
う
な
位
置
追
跡
電
波
発
信
機
を
携
帯
す
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
在
宅
確
認
と
携
帯
発
信
器
の
充

電
機
能
を
も
つ
在
宅
監
視
装
置
を
自
宅
に
設
置
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

電
子
監
視
命
令
を
受
け
た
対
象
者
は
、
裁
判
所
が
定
め
た
期
間
中
、
昼
夜
、
当
該
装
置
を
装
着
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し

身
体
か
ら
故
意
に
分
離
し
た
り
、
損
壊
・
電
波
妨
害
・
受
信
資
料
の
変
造
そ
の
他
の
方
法
で
そ
の
機
能
を
害
し
た
場
合
、
七
年
以
下

の
懲
役
又
は
二
、
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
法
一
四
条
、
三
八
条
）。

裁
判
所
が
言
い
渡
し
た
電
子
監
視
命
令
は
、
検
事
が
執
行
の
指
揮
を
執
り
、
保
護
観
察
官
が
執
行
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
法

一
二
条
一
項
）。
さ
ら
に
、
保
護
観
察
官
は
、
電
子
監
視
命
令
の
対
象
者
の
再
犯
防
止
と
健
全
な
社
会
復
帰
の
た
め
必
要
な
指
導
と

援
護
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
医
療
機
関
で
の
治
療
や
相
談
な
ど
の
措
置
を
行
う
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
法
一
五
条
）。

こ
う
し
た
保
護
観
察
官
に
よ
る
指
導
・
援
護
の
職
務
と
権
限
は
、
電
子
監
視
命
令
を
、
単
な
る
監
視
制
度
と
し
て
で
は
な
い
、
性
暴

力
犯
罪
者
の
処
遇
制
度
と
し
て
の
性
格
を
強
化
す
る
た
め
、
国
会
審
議
過
程
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
、
二
〇
〇
五
年
法
案
に
お
い
て

は
、
保
護
観
察
官
は
電
子
装
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
電
波
を
受
信
し
、
そ
の
資
料
を
保
存
す
る
義
務
だ
け
が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
却
っ
て
保
護
観
察
官
は
対
象
者
の

行
為
を
統
制
し
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
た
（
二
〇
〇
五
年
法
案
一
九
条
）。

性
暴
力
犯
罪
者
の
位
置
情
報
は
保
護
観
察
所
長
が
受
信
・
保
存
し
（
以
下
、
受
信
資
料
と
い
う
）、
基
本
的
に
は
、
対
象
者
の
外
出

制
限
や
立
入
な
い
し
接
近
禁
止
な
ど
遵
守
事
項
の
履
行
状
況
の
確
認
や
、
保
護
観
察
官
に
よ
る
指
導
・
援
護
に
用
い
ら
れ
る
。
実
務

で
は
、
ソ
ウ
ル
保
護
観
察
所
に
中
央
管
制
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
、
対
象
者
が
携
帯
す
る
位
置
追
跡
電
波
発
信
機
か
ら
送
ら
れ
る
位
置

情
報
が
衛
星
を
通
じ
て
一
分
毎
に
当
該
セ
ン
タ
ー
へ
送
信
さ
れ
、
立
入
禁
止
区
域
に
侵
入
し
た
り
す
る
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
全
国
の

保
護
観
察
所
の
担
当
観
察
官
の
携
帯
端
末
（

P
D
A）
に
情
報
が
送
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

）
。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
電
子
監

視
業
務
を
民
間
企
業
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
は
し
て
お
ら
ず
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
社
会
内
処
遇
の
対
象
者
は
一
定
の
費
用
負
担
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を
求
め
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
電
子
監
視
の
場
合
も
対
象
者
に
費
用
負
担
が
あ
る
が
、
韓
国
で
は
こ
う
し
た
制
度
や
実
務
慣
行
は

な
い
。

受
信
資
料
は
、
保
護
観
察
所
長
に
保
存
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
保
護
観
察
官
に
よ
る
指
導
・
援
護
に
用
い
る
ほ
か
は
、
対
象

者
に
よ
る
性
暴
力
犯
罪
の
捜
査
や
裁
判
、
電
子
監
視
命
令
の
仮
解
除
や
そ
の
取
消
し
の
審
査
に
限
っ
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

以
外
で
の
閲
覧
・
照
会
・
公
開
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
法
一
六
条
一
項
・
二
項
）。
検
事
又
は
司
法
警
察
官
が
、
捜
査
目
的
で
受
信
資

料
を
閲
覧
・
照
会
す
る
場
合
は
、
裁
判
官
が
発
付
し
た
捜
索
押
収
令
状
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
四
項
）。
し
か
し
、
法

に
は
、

性
暴
力
犯
罪
の
嫌
疑
に
対
す
る
捜
査
又
は
裁
判
資
料
と
し
て
使
用
す
る
場
合

の
ほ
か
は

閲
覧
、
照
会
又
は
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
規
定
の
文
理
解
釈
に
拠
る
限
り
、
電
子
監
視
命
令
に
よ
る
受
信
情
報
を
捜
査

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
性
暴
力
犯
罪
の
場
合
に
限
ら
れ
、
性
犯
罪
を
伴
わ
な
い
殺
人
や
強
盗
と
い
っ
た
性
暴
力
犯
罪
以
外

の
捜
査
に
電
子
監
視
か
ら
の
受
信
資
料
を
用
い
る
こ
と
は
違
法
と
な
る
。

受
信
資
料
は
、
資
格
停
止
以
上
の
刑
又
は
法
に
よ
る
電
子
監
視
を
受
け
る
こ
と
な
く
電
子
監
視
命
令
を
終
了
し
た
日
か
ら
五
年
が

経
過
し
た
時
の
ほ
か
、
刑
の
消
滅
や
恩
赦
に
よ
っ
て
刑
の
言
渡
し
が
効
力
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同

五
項
）。

8

電
子
監
視
命
令
の
仮
解
除
と
終
了

電
子
監
視
命
令
は
、
裁
判
所
が
言
い
渡
し
た
期
間
、
執
行
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
法
は
、
そ
れ
以
前
の
時
点
で
の
仮
解
除

の
制
度
を
定
め
る
。
申
請
権
者
は
保
護
観
察
所
長
又
は
対
象
者
若
し
く
は
そ
の
法
定
代
理
人
で
、
申
請
は
、
電
子
監
視
命
令
の
執
行

開
始
日
か
ら
三
月
が
経
過
し
た
後
、
保
護
観
察
審
査
委
員
会
に
対
し
て
行
う
（
法
一
七
条
）。

保
護
観
察
審
査
委
員
会
と
は
、
法
務
部
長
官
（
法
務
大
臣
に
相
当
）
の
下
に
置
か
れ
、
仮
釈
放
（
少
年
受
刑
者
の
み
）
や
臨
時
退
院
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（
仮
退
院
に
相
当
）
と
そ
の
取
消
し
、
保
護
観
察
の
仮
解
除
や
そ
の
取
消
し
、
保
護
観
察
の
要
否
な
ど
の
審
査
・
決
定
を
行
う
行
政
委

員
会
で
あ
り
（
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
二
章
第
一
節
）、
高
等
検
察
庁
の
所
在
地
で
あ
る
ソ
ウ
ル
、
大
田
、
大
邱
、
釜
山
、
光

州
の
五
箇
所
に
置
か
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
地
方
更
生
保
護
委
員
会
に
近
い
が
、
韓
国
の
場
合
、
成
人
受
刑
者
の
仮
釈
放
の
審
査
・

決
定
は
矯
正
本
部

）
に
置
か
れ
て
い
る
仮
釈
放
審
査
委
員
会
の
所
管
事
項
で
あ
り
、
犯
罪
予
防
政
策
局

）
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
保
護
観

察
審
査
委
員
会
は
少
年
受
刑
者
の
仮
釈
放
や
少
年
院
収
容
者
の
臨
時
退
院
と
い
っ
た
よ
う
に
、
権
限
が
二
つ
の
機
関
に
分
か
れ
て
い

る
点
で
異
な
る
。
委
員
は
、
高
等
検
察
庁
の
検
事
を
委
員
長
と
し
、
判
事
、
弁
護
士
、
保
護
観
察
所
長
、
地
方
矯
正
庁
長
、
刑
事
施

設
長
、
少
年
院
長
な
ど
五
名
以
上
九
名
以
下
の
委
員
か
ら
成
る
。

電
子
監
視
命
令
仮
解
除
の
申
請
が
あ
る
と
、
保
護
観
察
審
査
委
員
会
は
、
対
象
者
の
人
格
、
生
活
態
度
、
命
令
履
行
状
況
及
び
再

犯
の
危
険
性
に
対
す
る
専
門
家
の
意
見
等
を
考
慮
し
、
必
要
な
と
き
に
は
、
保
護
観
察
所
長
に
必
要
な
事
項
を
調
査
さ
せ
、
又
は
対

象
者
や
そ
の
他
の
関
係
人
を
直
接
召
還
・
尋
問
又
は
調
査
を
し
て
、
最
終
的
に
仮
解
除
の
許
否
に
つ
い
て
判
断
し
、
対
象
者
が

命

令
を
継
続
執
行
す
る
必
要
が
な
い
程
度
に
改
善
さ
れ
、
再
犯
の
危
険
性
が
な
い
と
認
め
る
と
き

、
仮
解
除
の
決
定
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
法
一
八
条
）。
し
か
し
、
電
子
監
視
命
令
の
仮
解
除
と
な
っ
た
者
が
再
び
性
暴
力
犯
罪
を
行
う
か
、
住
居
移
転
状
況
の
報

告
に
応
じ
な
い
な
ど
再
犯
の
危
険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
き
に
は
、
保
護
観
察
所
長
は
保
護
観
察
審
査
委
員
会
に
仮
解
除
の
取

消
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
委
員
会
は
、
対
象
者
の
再
犯
の
危
険
性
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る
時
に
は
仮
解
除
を
取
り
消
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
法
一
九
条
）。
電
子
監
視
命
令
の
仮
解
除
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
仮
解
除
の
期
間
は
電
子
監
視
命
令
の
期
間
に

算
入
さ
れ
ず
、
裁
判
所
が
言
い
渡
し
た
期
間
か
ら
仮
解
除
ま
で
に
執
行
し
た
期
間
を
差
し
引
い
た
残
余
期
間
、
電
子
監
視
命
令
を
執

行
す
る
。

電
子
監
視
命
令
は
、
裁
判
所
が
言
い
渡
し
た
期
間
が
経
過
す
る
か
、
命
令
の
仮
解
除
と
な
っ
た
者
が
、
仮
解
除
を
取
り
消
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
残
余
期
間
を
経
過
し
た
と
き
、
又
は
電
子
監
視
命
令
と
と
も
に
言
渡
さ
れ
た
刑
が
恩
赦
に
よ
り
失
効
し
た
場
合
、
執
行
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が
終
了
す
る
（
法
二
〇
条
）。

9

仮
釈
放
及
び
執
行
猶
予
対
象
者
等
に
対
す
る
電
子
監
視

⑴

仮
釈
放
中
の
電
子
監
視
対
象
者

裁
判
所
が
電
子
監
視
命
令
を
言
い
渡
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
性
暴
力
犯
罪
に
よ
り
自
由
刑
の
実
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
が
仮
釈

放
と
な
り
、
保
護
観
察
を
受
け
る
場
合
に
は
、
遵
守
事
項
の
履
行
有
無
の
確
認
等
の
た
め
、
仮
釈
放
期
間
中
、
電
子
監
視
装
置
を
装

着
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
電
子
監
視
の
対
象
と
な
る
（
法
二
二
条
）。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
五
年
法
案
に
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

保
護
観
察
附
執
行
猶
予
者
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
と
と
も
に
、
国
会
審
議
の
過
程
で
追
加
修
正
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

本
条
に
よ
る
電
子
監
視
の
最
大
の
特
色
は
、
裁
判
所
が
判
決
で
言
い
渡
す
電
子
監
視

命
令

と
異
な
り
、
裁
判
所
の
関
与
な
し

に
、
行
政
委
員
会
の
判
断
に
お
い
て
仮
釈
放
対
象
者
に
対
し
電
子
監
視
が
行
わ
れ
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
仮
釈
放
対
象
者
の
中
で

も
保
護
観
察
を
受
け
る
者
だ
け
が
電
子
監
視
の
対
象
と
な
る
。
韓
国
の
場
合
、
成
人
受
刑
者
の
仮
釈
放
に
つ
い
て
は
、
矯
正
本
部
に

設
置
さ
れ
て
い
る
仮
釈
放
審
査
委
員
会
が
審
理
・
決
定
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
仮
釈
放
対
象
者
に
つ
い
て
は
必
要
的
に

保
護
観
察
を
行
う
日
本
と
異
な
り
、
韓
国
で
は
、
仮
釈
放
対
象
者
は
原
則
と
し
て
保
護
観
察
を
受
け
る
も
の
の
、
例
外
的
に
仮
釈
放

委
員
会
と
は
異
な
る
犯
罪
予
防
政
策
局
（
旧
・
法
務
部
保
護
局
）
に
置
か
れ
る
保
護
観
察
審
査
委
員
会
が
保
護
観
察
の
必
要
性
が
な

い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
保
護
観
察
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
（
韓
国
刑
法
七
三
条
の
二
第
二
項
））
。
つ
ま
り
、
仮
釈
放
と
保
護
観

察
が
常
に
連
動
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
仮
釈
放
と
な
っ
て
も
保
護
観
察
に
付
さ
れ
な
い
者
が
い
る
た
め

）
、
こ
う
し
た
保
護
観
察
な

し
の
仮
釈
放
対
象
者
は
電
子
監
視
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
、
韓
国
の
場
合
、
懲
役
又
は
禁
錮
の
執
行
を
受
け
て
い
る
者
が
、
行
状
が
良
く
、
改
悛
の
状
が
顕
著
で
あ
る
と
き
に
は
、

無
期
刑
に
お
い
て
は
一
〇
年
、
有
期
刑
に
お
い
て
は
刑
期
の
三
分
の
一
を
経
過
し
た
後
、
行
政
官
庁
に
よ
り
仮
釈
放
す
る
こ
と
が
で
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き
る
と
こ
ろ
は
我
が
国
と
同
様
で
あ
る
が
（
韓
国
刑
法
七
二
条
一
項
）、
仮
釈
放
期
間
は
、
無
期
刑
の
場
合
は
一
〇
年
（
我
が
国
は
無

期
）、
有
期
刑
の
場
合
は
残
刑
期
間
と
す
る
が
一
〇
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
異
な
る
（
我
が
国
は
残
刑
期
間
）。

こ
の
仮
釈
放
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
は
、
法
第
五
条
及
び
第
九
条
が
定
め
る
裁
判
所
で
の
電
子
監
視
命
令
の
対
象
と
な
ら
な

か
っ
た
性
暴
力
犯
罪
者
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
大
き
く
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
本
法
が
施
行
さ
れ
た

二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
以
前
に
判
決
が
確
定
し
、
当
時
本
法
が
施
行
さ
れ
て
い
れ
ば
電
子
監
視

命
令

の
対
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ

う
性
暴
力
犯
罪
者
が
、
本
法
施
行
後
に
仮
釈
放
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
本
法
施
行
前
に
自
由
刑
が
確
定
し
、
刑
の
執
行
を
受
け
て
い

る
も
の
は
、
如
何
に
法
第
五
条
一
項
所
定
の
要
件
を
満
た
そ
う
と
、
仮
釈
放
と
満
期
釈
放
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
電
子
監
視
命
令
の
対

象
と
は
な
ら
な
い
が
、
そ
う
な
る
と
本
法
を
制
定
し
た
目
的
で
あ
る
性
暴
力
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
と
国
民
の
保
護
が
、
今
後
、
当
分

の
間
、
刑
事
施
設
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
る
性
暴
力
犯
罪
者
に
は
図
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日

の
法
施
行
後
に
裁
判
所
が
科
す
電
子
監
視

命
令

制
度
と
は
別
に
、
法
施
行
後
に
刑
事
施
設
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
る
性
暴
力
犯
罪
者

に
対
し
て
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
電
子
監
視
を
課
す
制
度
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
は
裁
判
に
お
い
て
所
定
の
要
件

が
認
め
ら
れ
る
性
暴
力
犯
罪
者
に
対
し
て
は
電
子
監
視
命
令
の
言
渡
し
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
こ
の
種
の
対
象
者
は
、
将

来
的
に
は
減
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
の
対
象
者
が
、
裁
判
の
時
点
で
は
法
が
定
め
る
電
子
監
視
命
令
の
要
件
を
充
足
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
仮
釈
放
の
時
点
で
は

こ
れ
を
充
足
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
法
第
五
条
一
項
が
規
定
す
る
形
式
的
要
件
に
つ
い
て
は
、
裁
判
時
と
釈
放
時
で
変
わ
る
こ

と
は
原
則
と
し
て
な
い
の
で

）
、
釈
放
時
に
要
件
充
足
の
有
無
が
変
わ
り
得
る
も
の
と
し
て
は
、
同
条
本
文
の
再
犯
の
危
険
性
と
第
四

条
の
年
齢
条
項
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
の
、
裁
判
時
に
は
再
犯
の
危
険
性
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
仮
釈
放
時
に
は
再
犯

の
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
場
合
は
、
あ
り
得
な
い
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
そ
う
し
た
危
険
性
の
あ
る
受
刑
者
を
仮
釈
放
に

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
際
に
は
余
り
想
定
し
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
年
齢
に
つ
い
て
は
、
裁
判
時
は
一
九
歳
未
満
で
あ
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っ
た
が
、
釈
放
時
に
二
〇
歳
以
上
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
仮
釈
放
時
に
電
子
監
視
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
韓
国

の
場
合
、
少
年
事
件
に
つ
い
て
検
察
官
先
議
主
義
を
採
っ
て
お
り
、
少
年
被
疑
者
に
つ
い
て
も
検
察
官
が
起
訴
、
不
起
訴
、
保
護
手

続
送
致
等
の
何
れ
に
す
る
か
を
決
す
る
裁
量
権
を
有
し
て
お
り
、
当
初
よ
り
起
訴
さ
れ
る
少
年
が
少
な
く
な
い

）
。

仮
釈
放
に
お
け
る
電
子
監
視
の
第
三
の
対
象
者
は
、
本
来
的
に
法
第
五
条
一
項
が
定
め
る
電
子
監
視
命
令
の
対
象
と
は
な
り
得
な

い
性
暴
力
犯
罪
者
で
あ
る
。
法
二
二
条
一
項
は
、
電
子
監
視
命
令
を
宣
告
さ
れ
な
か
っ
た
性
暴
力
犯
罪
者
が
仮
釈
放
と
な
り
、
保
護

観
察
を
受
け
る
場
合
は
、
電
子
監
視
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
だ
け
規
定
し
、
前
科
や
再
犯
の
危
険
性
が
要
件
と
さ
れ
て
い
な

い
。
再
犯
の
危
険
性
が
高
い
も
の
は
そ
も
そ
も
仮
釈
放
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
う
し
た
要
件
を
定
め
る
こ
と
は
仮
釈
放

の
制
度
と
は
相
容
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
前
科
に
つ
い
て
は
、
仮
釈
放
中
の
電
子
監
視
に
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
前
科
が
な

く
、
初
犯
者
で
あ
ろ
う
と
も
対
象
と
な
り
得
る
。
従
っ
て
、
仮
釈
放
対
象
者
で
、
し
か
も
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
期
間
と
い
う
限
定

は
か
か
る
も
の
の
、
そ
の
対
象
者
は
極
め
て
広
範
囲
に
及
び
、
果
た
し
て
こ
こ
ま
で
対
象
を
広
げ
て
よ
い
か
は
、
韓
国
で
さ
え
も
問

題
が
あ
ろ
う
。

反
対
に
、
法
二
二
条
に
基
づ
く
電
子
監
視
は
、
仮
釈
放
者
が
対
象
で
あ
る
た
め
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
電
子
監
視
命
令
の
言
渡
し
を

受
け
な
か
っ
た
性
暴
力
犯
罪
受
刑
者
で
も
、
満
期
釈
放
と
な
る
場
合
に
は
、
電
子
監
視
が
行
わ
れ
な
い
。
再
犯
の
危
険
性
が
高
い
の

は
む
し
ろ
満
期
釈
放
者
で
あ
ろ
う
か
ら
、
電
子
監
視
の
対
象
を
性
暴
力
犯
罪
の
仮
釈
放
対
象
者
全
体
に
ま
で
大
幅
に
広
げ
て
お
き
な

が
ら
、
満
期
釈
放
に
対
し
て
何
等
の
対
応
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
制
度
論
と
し
て
の
是
非
は
と
も
か
く
、
均
衡
を
欠
く
。
初

犯
で
一
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
強
姦
を
行
っ
た
者
は
、
裁
判
の
時
点
で
の
電
子
監
視
命
令
の
対
象
に
も
な
り
得
ず
、
こ
の
者
が
再
犯

の
危
険
性
が
あ
る
た
め
満
期
釈
放
に
な
る
と
き
に
も
、
電
子
監
視
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
性
暴
力
犯
罪
に
よ
り
、
刑
罰
で
は
な
く
、
治
療
監
護
法
に
基
づ
く
保
安
処
分
た
る
治
療
監
護
処
分
を
受
け
、
治
療
監
護
施

設
か
ら
仮
終
了
か
治
療
委
託
と
し
て
身
柄
の
拘
束
を
解
か
れ
る
場
合
に
も
、
治
療
監
護
処
分
の
仮
終
了
や
そ
の
取
消
し
等
を
審
査
・
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決
定
す
る
治
療
監
護
審
議
委
員
会
に
よ
り
、
電
子
監
視
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
二
三
条
）。

⑵

期
間
と
執
行
停
止
・
執
行
終
了

仮
釈
放
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
は
、
保
護
観
察
官
が
執
行
す
る
（
法
二
四
条
）。
一
般
の
電
子
監
視
命
令
の
執
行
と
は
異
な

り
、
検
事
の
指
揮
は
必
要
な
い
。
仮
釈
放
（
又
は
仮
終
了
若
し
く
は
治
療
委
託
）
の
日
、
釈
放
直
前
に
対
象
者
の
身
体
に
電
子
監
視
装

置
を
装
着
す
る
が
、
仮
釈
放
（
保
護
観
察
）
期
間
中
に
遵
守
事
項
違
反
が
あ
り
、
対
象
者
を
留
置
す
る
場
合
、
電
子
監
視
の
執
行
は

停
止
さ
れ
る
（
同
二
項
）。

仮
釈
放
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
が
終
了
す
る
の
は
、
仮
釈
放
期
間
が
経
過
す
る
か
、
仮
釈
放
が
取
消
し
又
は
失
効
し
た
と
き
、

恩
赦
に
よ
り
刑
の
言
渡
し
が
効
力
を
失
っ
た
場
合
、
或
い
は
、
電
子
監
視
期
間
中
に
他
の
罪
を
犯
し
、
禁
錮
以
上
の
刑
の
執
行
を
受

け
る
に
至
っ
た
時
の
何
れ
か
で
あ
る
（
法
二
五
条
）。

⑶

遵
守
事
項

問
題
は
、
仮
釈
放
対
象
者
に
対
し
電
子
監
視
を
行
う
場
合
の
遵
守
事
項
の
内
容
で
あ
る
。
法
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
電
子
監
視
命

令
の
言
渡
し
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
性
暴
力
受
刑
者
が
仮
釈
放
と
な
り
、
保
護
観
察
を
受
け
る
場
合
、

遵
守
事
項
の
履
行
有
無
の
確

認
等
の
た
め

、
電
子
監
視
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
定
め
て
い
る
（
法
二
二
条
一
項
）。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
電
子
監

視
に
は
、
遵
守
事
項
を
定
め
た
九
条
の
二
が
準
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
（
法
二
七
条
）、
同
規
定
に
よ
る
遵
守
事
項
は
課
せ
ら

れ
な
い
。
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
の
対
象
者
に
は
、
一
律
、
法
定
遵
守
事
項
が
課
せ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
定
住
と
就
労
義
務
、
善

行
保
持
と
犯
罪
性
を
有
す
る
者
と
の
交
際
禁
止
、
保
護
観
察
官
の
指
導
監
督
及
び
訪
問
を
受
け
る
義
務
、
移
転
や
旅
行
の
届
出
義
務

に
限
ら
れ
る
（
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
三
二
条
二
項
）。
ま
た
、
保
護
観
察
審
査
委
員
会
が
特
別
遵
守
事
項
を
保
護
観
察
対
象
者
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に
課
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
統
領
令
で
定
め
る
範
囲
に
限
ら
れ
（
同
三
項
）、
再
犯
の
機
会
や
衝
動
と
な
り
得
る
場

所
へ
の
立
入
禁
止
、
射
幸
的
行
為
の
制
限
、
過
度
の
飲
酒
の
制
限
、
濫
用
薬
物
の
使
用
禁
止
、
扶
養
な
ど
家
族
へ
の
責
任
履
行
と
さ

れ
て
い
る
（
保
護
観
察
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
一
九
条
。
二
〇
〇
八
年
六
月
二
〇
日
大
統
領
令
第
二
〇
八
三
〇
号
）。
こ
れ
以
外
で
も
、

保
護
観
察
対
象
者
の
生
活
力
、
心
身
の
状
態
、
犯
罪
又
は
非
行
の
動
機
、
居
住
地
の
環
境
な
ど
か
ら
み
て
保
護
観
察
対
象
者
が
遵

守
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
、
自
由
を
不
当
に
制
限
し
な
い
範
囲
内
で
、
改
善
・
自
立
の
助
け
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
具
体

的
な
事
項

で
あ
れ
ば
、
遵
守
事
項
を
課
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
同
条
）。

我
が
国
の
場
合
、
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
は
、
更
生
保
護
法
が
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、

保
護
観
察
対
象
者
の
改

善
更
生
の
た
め
に
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
具
体
的
に
定
め
る

も
の
と
し
て
、
法
定
事
項
該
当
性
の
ほ
か
、

必
要
性
と
具
体
性
の
要
件
を
定
め
て
い
る
が
（
更
生
保
護
法
五
一
条
二
項
）、
犯
罪
者
予
防
更
生
法
下
に
お
い
て
は

本
人
の
自
由
を

不
当
に
制
限
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
仮
釈
放
、
仮
出
場
及
び
仮
退
院
並
び
に
保
護
観
察
等
に
関
す
る
規
則
五
条
）
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
般
に
、
法
定
事
項
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
外
出
制
限
や
接
近
禁
止
な
ど
の
遵
守
事
項
は
、
対
象
者
の
自

由
制
限
の
度
合
い
が
高
い
た
め
、

そ
の
他
指
導
監
督
を
行
う
た
め
に
特
に
必
要
な
事
項

と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
考

え
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
韓
国
の
場
合
、
保
護
観
察
を
定
め
た
法
律
や
施
行
規
則
で
あ
る
大
統
領
令
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
大
法
院
の

裁
判
例
規
（
改
正
二
〇
〇
八
年
六
月
一
九
日
第
一
二
三
六
号
））

は
、
保
護
観
察

対
象
者
に
付
加
す
る
特
別
遵
守
事
項
は
、
（
中
略
）
対

象
者
の
罪
質
、
性
向
等
を
考
慮
し
、
対
象
者
の
再
犯
を
防
止
す
る
の
に
必
要
な
具
体
的
で
個
別
的
な
内
容
を
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

と
し
て
、
日
本
と
同
様
、
必
要
性
と
具
体
性
・
個
別
性
の
要
件
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
れ
に
続
き
、

保
護
観
察
期
間
中
、

毎
日
二
〇
時
か
ら
八
時
の
間
、
住
居
地
の
外
に
外
出
し
な
い
こ
と

、

保
護
観
察
期
間
中
、
自
動
車
運
転
を
し
な
い
こ
と

の
二
つ

を

例
示

し
て
お
り
（
八
条
三
項
）、
外
出
制
限
を
保
護
観
察
の
遵
守
事
項
と
し
て
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
外
出
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制
限
は
、
保
護
観
察
対
象
者
の

自
由
を
不
当
に
制
限

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ

の
例
規
は
裁
判
所
の
例
規
で
あ
り
、
裁
判
所
が
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
宣
告
猶
予
や
執
行
猶
予
、
少
年
保
護
や
家
庭
保
護
事
件

）
に
お

け
る
保
護
処
分
を
言
い
渡
す
場
合
に
お
け
る
保
護
観
察
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
理
論
的
に
は
行
政
委
員
会
で
あ
る
保
護

観
察
審
査
委
員
会
が
決
定
す
る
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
で
も
必
然
的
に
同
じ
こ
と
が
妥
当
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
が
、
第
Ⅱ
章
第
2
節
⑷
で
紹
介
し
た
音
声
確
認
に
よ
る
夜
間
外
出
制
限
制
度
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
韓
国
で
は
、
裁
判

所
が
決
定
す
る
執
行
猶
予
な
ど
に
付
加
さ
れ
る
保
護
観
察
の
み
な
ら
ず
、
仮
釈
放
に
伴
う
保
護
観
察
に
お
い
て
も
外
出
制
限
や
接
近

禁
止
な
ど
の
特
別
遵
守
事
項
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
我
が
国
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
の
在
り
方
や
電
子
監
視
の
是

非
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

⑷

保
護
観
察
附
執
行
猶
予
対
象
者

裁
判
所
は
、
性
暴
力
犯
罪
に
よ
り
懲
役
又
は
禁
錮
の
単
純
執
行
猶
予
に
処
す
る
と
き
に
は
電
子
監
視
命
令
を
言
い
渡
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
（
法
九
条
二
項
四
号
）、
保
護
観
察
附
の
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
と
き
は
、
遵
守
事
項
の
履
行
の
有
無
に
つ
い
て
の
確
認
等

の
た
め
、
電
子
監
視
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
二
八
条
）。
こ
の
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
命
令
制

度
も
、
仮
釈
放
対
象
者
と
同
様
、
二
〇
〇
五
年
法
案
で
は
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
会
審
議
の
過
程
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
性
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
裁
判
時
に
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
と
き
、
裁
判
所
が
同
時
に
電
子
監
視
命

令
を
宣
告
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
裁
判
所
の
決
定
が
必
要
な
い
仮
釈
放
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
と
は
異
な
る
し
、
電
子
監
視

命
令
を
受
け
て
い
な
い
性
暴
力
犯
罪
の
受
刑
者
が
仮
釈
放
と
な
り
、
保
護
観
察
に
付
さ
れ
る
と
き
に
は
必
要
的
に
電
子
監
視
を
行
う

の
に
対
し
、
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
に
対
す
る
電
子
監
視
命
令
は
裁
判
所
の
裁
量
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
韓
国
で
も
、
日
本
と
同
様
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
禁
錮
を
言
い
渡
す
と
き
に
は
、
一
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
、
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刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
韓
国
刑
法
六
二
条
））
。
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
の
期
間
は
、
保

護
観
察
期
間
の
範
囲
内
で
裁
判
所
が
定
め
た
期
間
で
あ
る
が
（
法
二
八
条
一
項
）、
韓
国
の
場
合
、
執
行
猶
予
期
間
内
で
保
護
観
察
期

間
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
（
韓
国
刑
法
六
二
条
の
二
第
二
項
）、
電
子
監
視
命
令
の
期
間
は
、
執
行
猶
予
期
間
の
場
合
も
あ
れ

ば
、
そ
の
う
ち
の
保
護
観
察
期
間
で
あ
る
場
合
や
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
短
い
場
合
も
あ
る
。

執
行
猶
予
判
決
と
同
時
に
電
子
監
視
命
令
を
言
い
渡
す
の
で
、
執
行
猶
予
判
決
が
確
定
し
た
時
点
か
ら
電
子
監
視
命
令
が
執
行
さ

れ
る
（
法
二
九
条
）。
そ
れ
以
外
は
、
自
由
刑
の
実
刑
の
場
合
の
電
子
監
視
命
令
の
規
定
を
多
く
準
用
し
て
い
る
の
で
（
法
三
一
条
）、

共
通
す
る
点
が
多
く
、
電
子
監
視
命
令
の
執
行
中
、
対
象
者
の
治
療
、
相
談
施
設
で
の
相
談
や
治
療
な
ど
再
犯
防
止
の
た
め
の
必
要

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
同
じ
で
あ
る
が
（
法
二
八
条
二
項
）、
仮
釈
放
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
同
様
、
前
科
や
再
犯

の
危
険
性
が
要
件
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
性
暴
力
犯
罪
で
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
に
処
さ
れ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
再
犯
者

（
前
科
者
な
ど
）
に
限
ら
ず
、
初
犯
者
で
も
よ
い
こ
と
に
な
る
。

10

電
子
監
視
を
巡
る
韓
国
で
の
議
論

韓
国
の
電
子
監
視
制
度
は
、
続
発
す
る
児
童
に
対
す
る
性
犯
罪
な
ど
に
対
す
る
国
民
的
非
難
と
緊
急
且
つ
強
力
な
対
策
へ
の
要
望

が
高
ま
る
中
で
、
短
期
間
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
こ
と
す
ら
憚
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
的
雰
囲
気
す
ら
漂

う
。韓

国
の
学
界
で
も
、
在
宅
拘
禁
な
ど
第
一
世
代
の
電
子
監
視
を
前
提
と
し
た
議
論
に
お
い
て
は
、
人
権
侵
害
、
予
算
負
担
、
対
象

者
の
範
囲
と
適
用
段
階
、
電
子
機
器
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
、
効
果
の
有
無
、
社
会
統
制
の
拡
大
、
国
民
感
情
な
ど
電
子
監
視
の
一
般

的
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
保
釈
、
週
末
拘
禁
、
外
部
通
勤
、
集
中
的
保
護
観
察
、
仮
釈
放
な
ど
に
お
け
る
導
入
可
能
性
を
模

索
す
べ
き
と
す
る
見
解
が
多
く
、
電
子
監
視
の
制
度
に
対
し
全
面
的
に
異
議
を
唱
え
る
見
解
は
余
り
見
ら
れ
な
い

）
。
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立
法
が
具
体
化
し
、
性
犯
罪
者
に
特
化
し
た

G
P
S

電
子
監
視
制
度
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
に
お
い
て
も
、
本
法
に
基
づ
く
制
度

に
は
反
対
し
つ
つ
も
、
異
な
る
形
で
の
電
子
監
視
の
制
度
は
容
認
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。
韓
南
大
学
の
ユ
ン
・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
教
授

は
、
本
法
の
電
子
監
視
制
度
は
、
対
象
を
一
部
の
性
犯
罪
者
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
平
等
原
則
違
反
、
対
象
者
や
そ
の
家
族

が
社
会
共
同
体
か
ら
阻
害
さ
れ
た
り
、
社
会
的
差
別
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
人
格
権
の
侵
害
、
刑
罰
執
行

後
の
電
子
監
視
は
事
後
的
保
安
処
分
の
一
種
と
は
い
え
現
実
に
は
懲
罰
的
性
格
が
強
い
実
質
的
な
刑
罰
に
当
た
る
二
重
処
罰
の
禁
止

違
反
、
社
会
防
衛
を
目
的
と
し
た
社
会
統
制
の
拡
大
、
目
的
と
手
段
の
適
合
性
・
必
要
性
を
失
し
て
い
る
と
い
う
比
例
性
原
則
違
反
、

再
犯
予
測
の
不
確
実
性
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
本
法
に
基
づ
く
電
子
監
視
制
度
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る

）
。
ユ
ン
教
授
の

見
解
は
現
行
制
度
に
最
も
批
判
的
な
主
張
の
部
類
に
入
る
が
、
そ
う
し
た
ユ
ン
教
授
で
さ
え
も
、
電
子
監
視
の
制
度
そ
の
も
の
を
完

全
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
年
未
満
の
短
期
自
由
刑
の
代
替
刑
、
遵
守
事
項
違
反
時
の
保
護
観
察
取
消
し
に
対
す
る
代
替
的

措
置
、
集
中
的
保
護
観
察
制
度
（
韓
国
で
は
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
）
に
お
け
る
遵
守
事
項
の
確
認
手
段
、
仮
釈
放
の
早
期
化
に
よ
る

過
剰
収
容
緩
和
と
再
犯
防
止
の
た
め
の
措
置
と
し
て
電
子
監
視
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
但
し
、
単
な
る
保
護
観
察
の

遵
守
事
項
と
し
て
電
子
監
視
を
導
入
す
る
の
は
、
社
会
統
制
の
拡
大
を
招
く
だ
け
で
あ
る
の
で
許
さ
れ
な
い
と
し
、
仮
釈
放
対
象
者

に
対
す
る
電
子
監
視
は
本
法
で
導
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
現
在
の
仮
釈
放
に
対
す
る
追
加
的
措
置
で
あ
り
、
懲
罰
性
の
強
化
で
あ
る

と
し
て
、
現
在
よ
り
も
仮
釈
放
を
早
期
化
し
、
自
由
刑
の
一
部
代
替
と
し
て
の
電
子
監
視
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す

る
。高

麗
大
学
の
キ
ム
・
イ
ル
ス
教
授
が
二
〇
〇
五
年
に
研
究
者
や
実
務
家
（
判
事
と
検
事
）
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
も
、
電
子
監
視
の
導
入
に
つ
い
て
肯
定
意
見
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る

）
。
興
味
深
い
の
は
、
電
子
監
視
の
中
で
も
最
も
賛
成
意

見
が
多
か
っ
た
の
が
保
護
観
察
中
の
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
措
置
と
し
て
の
電
子
監
視
で
、
回
答
者
の
七
八
％
が
賛
成
し
て
い
る

が
、
そ
の
次
が
刑
執
行
終
了
後
の
保
安
処
分
と
し
て
の
電
子
監
視
（
現
行
制
度
）
で
賛
成
者
は
六
九
％
に
及
ん
で
お
り
、
新
し
い
刑
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罰
と
し
て
の
電
子
監
視
（
三
七
％
）
や
仮
釈
放
中
の
電
子
監
視
（
四
四
％
）
よ
り
も
支
持
率
が
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
本
法
の
電
子
監
視
制
度
を
取
り
あ
え
ず
是
認
し
つ
つ
も
、
将
来
的
に
は
、
処
遇
や
治
療
に
重
点
を
置
い
た
制
度
に
発
展
さ

せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
嶺
南
大
学
の
キ
ム
・
ヘ
ジ
ョ
ン
教
授
は
、
性
犯
罪
者
の
行
動
追
跡
だ
け
を
行
う

犯
罪
予
防
制
度
と
し
て
の
電
子
監
視
制
度
に
止
め
る
の
で
は
な
く
、
刑
事
施
設
等
か
ら
釈
放
さ
れ
た
性
犯
罪
者
に
対
し
監
督
や
援
護

と
い
っ
た
処
遇
や
治
療
を
行
う
総
合
的
な
保
安
処
分
制
度
で
あ
る
行
状
監
督
制
度
を
整
備
し
、
そ
の
中
へ
電
子
監
視
制
度
や
音
声
監

督
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
外
出
制
限
命
令
制
度
、
身
上
情
報
登
録
・
閲
覧
制
度
な
ど
を
統
合
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る

）
。
韓
国

で
は
、
先
に
紹
介
し
た
通
り
、
精
神
障
害
や
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
依
存
を
も
っ
た
犯
罪
者
の
み
な
ら
ず
、
小
児
性
愛
や
性
的
虐
待
症

を
も
っ
た
性
暴
力
犯
罪
者
に
対
す
る
保
安
処
分
と
し
て
の
治
療
監
護
処
分
が
あ
り
、
処
分
の
仮
終
了
等
に
よ
り
治
療
監
護
所
か
ら
釈

放
さ
れ
た
場
合
の
保
安
処
分
と
し
て
の
保
護
観
察
処
分
制
度
が
既
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
ム
教
授
の
主
張
す
る
行
状
監
督
は
、
こ
れ

に
加
え
て
か
、
こ
れ
と
統
合
す
る
形
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
現
行
制
度
に
は
な
い
、
刑
罰
た
る
懲
役
や
禁
錮
の
執
行

が
終
了
し
た
後
、
再
犯
の
危
険
性
が
あ
る
性
犯
罪
者
に
対
し
て
社
会
内
で
の
処
遇
や
治
療
を
行
う
保
安
処
分
と
し
て
の
行
状
監
督
を

設
け
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
行
状
監
督
に
は
、
①
住
居
又
は
職
場
の
届
出
と
転
居
又
は
滞
在
地
を

離
れ
る
場
合
の
許
可
、
②
再
犯
の
機
会
と
な
る
よ
う
な
特
定
の
人
物
と
の
接
触
禁
止
、
③
再
犯
の
機
会
又
は
刺
激
と
な
る
よ
う
な
特

定
の
場
所
へ
の
立
入
禁
止
、
④
犯
罪
行
為
に
悪
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
特
定
の
活
動
禁
止
、
⑤
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
性
犯
罪
者

の
場
合
、
児
童
関
連
の
職
業
へ
の
就
職
制
限
、
⑥
一
定
間
隔
で
の
保
護
観
察
官
と
の
面
接
、
⑦
職
業
補
導
、
⑧
継
続
的
な
治
療
処
遇
、

⑨
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
依
存
等
に
関
す
る
受
講
、
な
ど
の
特
別
遵
守
事
項
を
設
け
、
そ
の
違
反
に
は
罰
則
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
行
の
性
犯
罪
者
身
上
情
報
登
録
制
度
は
行
状
監
督
に
お
け
る
遵
守
事
項
の
な
か
に
吸
収
さ
れ
る
が
、
閲

覧
制
度
に
つ
い
て
は
、
遵
守
事
項
に
は
含
め
ず
（
そ
も
そ
も
犯
罪
者
へ
の
遵
守
事
項
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
│
筆
者
注
）、

再
犯
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
、
登
録
の
対
象
者
よ
り
範
囲
を
限
定
し
て
、
例
外
的
に
許
容
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
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Ⅳ

施
行
状
況
と
再
犯

1

適
用
事
例

⑴

仮
釈
放
対
象
者

本
法
は
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
が
、
最
初
に
電
子
監
視
が
適
用
さ
れ
た
の
は
仮
釈
放
対
象
者
で
あ
っ
た
。
韓
国
法

務
部
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
九
月
三
〇
日
に
全
国
二
二
箇
所
の
刑
務
所
か
ら
仮
釈
放
さ
れ
た
性
暴
力
犯
罪
受
刑
者
五
三
名
に
対
し

電
子
監
視
の
た
め
の
装
置
が
装
着
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
が

）
、
対
象
者
の
平
均
刑
期
は
四
年
六
月
で
、
刑
期
八
年
以
上
も
五
名

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

）
。
電
子
監
視
は
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
期
間
中
の
み
行
わ
れ
る
た
め
、
電
子
監
視
の
期
間
も
短
く
、
平
均
二

か
月
で
、
長
く
て
も
六
か
月
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
法
務
部
は
、
今
回
の
仮
釈
放
に
お
け
る
電
子
監
視
対
象
者
の
選
定
に
際
し
、
電
子
監
視
よ
り
満
期
釈
放
を
希
望
し
た
受

刑
者
一
〇
名
を
対
象
外
と
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

⑵

大
邱
地
方
裁
判
所
西
部
支
部
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
九
日
判
決

）

同
年
一
〇
月
に
入
る
と
、
裁
判
所
に
お
け
る
電
子
監
視
命
令
の
言
渡
し
事
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
二

〇
〇
八
年
一
〇
月
九
日
、
大
邱
地
方
裁
判
所
西
部
支
部
に
お
い
て
判
決
言
渡
し
の
あ
っ
た
強
姦
及
び
性
暴
力
犯
罪
処
罰
及
び
被
害
者

保
護
法
違
反
等
被
告
事
件
が
最
も
早
い
適
用
事
例
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
被
告
人
は
五
七
歳
の
ボ
イ
ラ
ー
設
備
業
者
で
、
隣
家
に
住

む
八
歳
の
女
子
児
童
を
二
度
に
亘
り
強
姦
し
た
ほ
か
、
当
該
被
害
児
童
宅
を
訪
れ
た
友
人
二
名
に
対
し
て
別
の
機
会
に
強
制
わ
い
せ

つ
を
、
ま
た
他
の
児
童
に
対
し
て
も
準
強
制
わ
い
せ
つ
を
行
っ
た
計
五
件
の
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
が
、
同
支
部
刑
事
第
一
部
は
、

公
訴
事
実
を
全
て
認
め
、
被
告
人
に
対
し
懲
役
三
年
と
電
子
監
視
命
令
三
年
を
言
い
渡
し
た
。
五
件
の
犯
行
は
全
て
一
三
歳
未
満
の
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者
に
対
す
る
性
暴
力
犯
罪
で
あ
る
た
め
、
電
子
監
視
命
令
に
は
被
告
人
の
前
科
は
必
要
な
く
（
法
五
条
一
項
四
号
又
は
三
号
）、
性
暴

力
犯
罪
の
再
犯
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
の
供
述
や
請
求
前
調
査
報
告
書
か
ら
認
定
さ
れ
る
被
告
人
の
犯
行
当
時
の
行
動
、

犯
行
方
法
と
経
緯
、
現
在
の
態
度
、
犯
行
の
回
数
、
幼
い
児
童
に
対
す
る
被
告
人
の
態
度
等
か
ら
再
犯
の
危
険
性
を
認
定
し
て
い
る
。

な
お
、
犯
行
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
、
全
て
本
法
施
行
前
の
事
件
で
あ
る
が
、
本
法
は
そ
の
附
則
に

お
い
て
、
法
施
行
前
の
性
暴
力
犯
罪
に
対
し
て
も
適
用
す
る
と
の
遡
及
規
定
を
置
い
て
い
る
（
附
則
二
条
）。

⑶

釜
山
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日
判
決

）

釜
山
地
方
裁
判
所
で
も
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
一
日
、
性
暴
力
犯
罪
の
処
罰
及
び
被
害
者
保
護
等
に
関
す
る
法
律
違
反
（
強
姦

等
致
傷
）
及
び
特
定
犯
罪
加
重
処
罰
等
に
関
す
る
法
律
違
反
（
未
成
年
者
特
殊
略
取
・
誘
拐
）
被
告
事
件
に
お
い
て
電
子
監
視
命
令
の

言
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
被
告
人
は
五
二
歳
の
建
設
労
働
者
で
、
同
年
八
月
に
釜
山
市
内
の
地
下
鉄
駅
で
帰
宅
途
中
の
女
子
児
童

（
六
歳
）
を
自
宅
に
誘
い
込
み
、
性
器
へ
の
身
体
の
一
部
挿
入
行
為
等
に
よ
り
起
訴
さ
れ
て
い
た
が
、
釜
山
地
方
裁
判
所
第
五
刑
事

部
は
、
被
告
人
に
対
し
懲
役
五
年
と
と
も
に
、
電
子
監
視
命
令
三
年
及
び
性
犯
罪
者
登
録
情
報
閲
覧
五
年
を
言
い
渡
し
た
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
電
子
監
視
命
令
の
遵
守
事
項
と
し
て
、
⑴
被
告
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
市
・
群
・
区
及
び
そ
れ
ら
と
隣
接
す
る

市
・
群
・
区
に
所
在
す
る
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
及
び
子
ど
も
の
保
護
区
域
（
所
謂
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
）
へ
の
一
年
六
月
立

入
禁
止
、
⑵
保
護
観
察
所
が
実
施
す
る
性
暴
力
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
八
〇
時
間
の
受
講
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

被
告
人
に
は
、
一
九
九
六
年
の
特
定
犯
罪
加
重
処
罰
等
に
関
す
る
法
律
違
反
（
未
成
年
者
わ
い
せ
つ
目
的
誘
拐
）
に
よ
る
懲
役
三
年

の
前
科
と
、
一
九
九
九
年
の
同
法
違
反
（
未
成
年
者
わ
い
せ
つ
目
的
略
取
）
に
よ
る
懲
役
四
年
の
二
つ
の
性
暴
力
犯
罪
の
前
科
と
公
文

書
偽
造
に
よ
る
懲
役
一
年
二
月
の
前
科
が
あ
る
た
め
、
電
子
監
視
命
令
の
要
件
と
し
て
法
が
要
求
す
る
性
暴
力
犯
罪
に
よ
る
二
回
以

上
の
懲
役
の
計
三
年
以
上
の
実
刑
と
刑
の
執
行
終
了
か
ら
五
年
以
内
の
性
暴
力
犯
罪
の
再
犯
と
い
う
要
件
（
法
五
条
一
項
一
号
）
を
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満
た
す
。

ま
た
、
性
暴
力
再
犯
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
右
記
の
二
回
の
同
種
前
科
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
一
三
歳
未
満

の
被
害
者
に
対
す
る
犯
行
で
あ
り
、
犯
行
内
容
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
子
児
童
に
性
欲
を
感
じ
る
性
的
傾
向
が
相
当
程
度

膠
着
し
て
い
る
こ
と
、
最
初
の
性
暴
力
犯
罪
に
対
す
る
懲
役
三
年
の
刑
の
執
行
を
終
え
、
満
期
釈
放
と
な
っ
た
そ
の
翌
月
に
再
び
二

回
目
の
前
科
と
な
っ
た
犯
行
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
三
回
目
の
文
書
偽
造
に
よ
る
懲
役
一
年
二
月
の
刑
の
執
行
が
終
了
し
、
満
期
釈

放
と
な
っ
た
二
〇
〇
六
年
七
月
か
ら
法
律
上
の
累
犯
に
該
当
す
る
期
間
内
（
三
年
以
内
）
に
本
件
犯
行
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
認

定
し
て
い
る
。
更
に
、
判
決
に
よ
れ
ば
、
本
件
被
告
事
件
に
お
い
て
、
検
察
官
が
提
出
し
た
、

K
S
O
R
A
S

（K
orea

n
S
e
x
O
f‑

fe
n
d
er

R
is
k
A
ssess

m
e
nt

S
cale

）
と
呼
ば
れ
る
性
犯
罪
者
の
再
犯
尺
度
に
よ
る
診
断
結
果
（
一
三
点
以
上
で
あ
れ
ば
再
犯
危
険
性
が

高
い

と
見
ら
れ
る
が
、
本
件
被
告
人
は
一
九
点
）
と

P
C
L

‐

R
（Ps

y
c
h
o
p
ath

y
C
h
ec

klist‐
R
e
vise

d

）
と
い
う
精
神
病
質
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
診
断
結
果
（
二
五
点
以
上
で

上

で
あ
る
が
、
本
件
被
告
人
は
二
九
点
）
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
、
被
告
人
に
は
歪

曲
し
た
性
価
値
観
と
高
い
精
神
病
質
傾
向
が
あ
り
、
再
犯
危
険
性
が
極
め
て
高
い
と
認
定
し
て
い
る
。

⑷

そ
の
他
の
裁
判
例

こ
の
ほ
か
、
報
道
に
よ
れ
ば
、
清
州
地
方
裁
判
所
忠
州
支
部
に
お
い
て
、
図
書
館
の
児
童
閲
覧
室
に
お
い
て
六
歳
の
女
子
児
童
を

二
度
に
亘
り
姦
淫
し
た
三
五
歳
の
被
告
人
に
対
し
懲
役
一
年
、
身
上
登
録
と
閲
覧
五
年
に
加
え
、
電
子
監
視
命
令
二
年
を
言
渡
し
た

例
（
被
告
人
に
は
性
暴
力
犯
罪
に
よ
る
前
科
は
な
い
が
、
事
件
の
前
年
、
九
歳
の
児
童
に
対
す
る
強
制
わ
い
せ
つ
の
被
疑
事
実
で
捜
査
対
象
と

な
る
も
、
被
害
者
の
告
訴
が
取
り
消
さ
れ
た
た
め
、
事
件
が
終
結
す
る
に
至
る
））
、
仁
川
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
喫
茶
の
女
性
経
営
者

（
五
〇
歳
）
を
強
姦
す
る
た
め
暴
行
し
、
死
亡
さ
せ
た
強
姦
致
死
に
よ
り
、
四
二
歳
の
被
告
人
に
対
し
懲
役
二
〇
年
と
電
子
監
視
命

令
五
年
を
言
渡
し
た
例
（
被
告
人
に
は
特
殊
強
姦
罪
に
よ
る
懲
役
六
年
と
強
姦
傷
害
罪
に
よ
る
懲
役
三
年
の
前
科
が
あ
り
、
今
回
の
犯
行
は
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前
回
の
刑
の
執
行
か
ら
釈
放
さ
れ
て
四
か
月
目
の
犯
行
））
、
春
川
地
方
裁
判
所
原
州
支
部
に
お
い
て
、
八
歳
の
児
童
に
対
す
る
強
姦
に
よ

り
四
七
歳
の
被
告
人
に
懲
役
七
年
と
電
子
監
視
命
令
一
年
を
宣
告
し
た
事
例

）
、
大
田
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
同
居
の
女
性
を
二
年

一
一
回
に
亘
り
姦
淫
し
た
罪
に
よ
り
三
六
歳
の
被
告
人
に
懲
役
五
年
、
電
子
監
視
命
令
三
年
を
言
渡
し
た
事
例

）
、
春
川
地
方
裁
判
所

で
、
一
九
歳
の
女
性
宅
に
侵
入
し
て
強
姦
し
た
ほ
か
、
他
の
女
性
宅
に
も
侵
入
し
て
金
品
を
窃
取
し
た
う
え
、
強
姦
は
未
遂
に
終
わ

っ
た
、
二
七
歳
で
大
学
生
の
被
告
人
に
対
し
懲
役
九
年
と
電
子
監
視
命
令
三
年
を
宣
告
し
た
例
（
被
告
人
に
は
性
暴
力
犯
罪
の
前
科
あ

り
））

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

2

施
行
状
況
に
対
す
る
暫
定
的
評
価

法
律
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
た
め
、
本
法
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
加
え
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
が
、
上
記

の
裁
判
例
か
ら
幾
つ
か
の
特
徴
や
問
題
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑴

刑
罰
の
刑
期
と
電
子
監
視
命
令
の
期
間

電
子
監
視
命
令
の
期
間
は
一
年
か
ら
三
年
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
強
姦
致
死
に
よ
り
主
刑
が
懲
役
二
〇
年
の
事
案
に
お
い
て
電

子
監
視
命
令
五
年
が
言
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
律
上
、
電
子
監
視
命
令
は
最
高
一
〇
年
ま
で
科
す
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
わ

ざ
わ
ざ
本
法
施
行
前
の
一
部
改
正
に
よ
り
電
子
監
視
命
令
の
長
期
を
五
年
か
ら
一
〇
年
に
引
き
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
施
行

当
初
の
裁
判
例
か
ら
は
、
こ
う
し
た
長
期
の
電
子
監
視
命
令
を
科
す
ケ
ー
ス
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
刑
罰
と
保
安
処
分
で
は
性

質
も
付
加
基
準
も
異
な
る
が
、
主
刑
た
る
懲
役
刑
が
長
い
と
、
保
安
処
分
の
電
子
監
視
命
令
も
長
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
と
す
る
と
、
前
記
の
裁
判
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
韓
国
に
お
け
る
刑
法
犯
と
し
て
の
強
姦
や
強
制
わ
い
せ
つ
と
い
っ
た
性
犯

罪
の
自
由
刑
の
量
刑
は
五
年
未
満
が
九
割
を
占
め
、
性
暴
力
犯
罪
の
処
罰
及
び
被
害
者
保
護
等
に
関
す
る
法
律
違
反
に
対
す
る
刑
期
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別
の
統
計
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
特
定
犯
罪
加
重
処
罰
等
に
関
す
る
法
律
違
反
で
も
九
五
％
が
五
年
未
満
の
刑
で
あ
る
こ
と
か

ら
か
ら

）
、
今
後
、
法
定
刑
の
引
き
上
げ
に
伴
う
重
罰
化
の
傾
向
が
出
て
く
る
と
し
て
も
、
主
刑
が
懲
役
三
年
か
ら
七
、
八
年
と
い
っ

た
も
の
が
多
い
と
す
れ
ば
、
電
子
監
視
命
令
も
八
年
や
一
〇
年
と
言
っ
た
極
端
に
長
い
ケ
ー
ス
は
余
り
見
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

⑵

仮
釈
放
対
象
者
の
電
子
監
視

仮
釈
放
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
は
、
仮
釈
放
後
の
保
護
観
察
の
間
に
限
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
我
が
国
と
同
様
、
残
刑
期
間

主
義
を
採
り
、
平
均
刑
期
の
長
く
な
い
韓
国
で
も
、
仮
釈
放
後
の
残
刑
期
間
は
短
い
た
め
、
性
暴
力
犯
罪
の
仮
釈
放
対
象
者
に
対
し

電
子
監
視
を
行
う
場
合
で
も
、
そ
の
期
間
は
極
め
て
短
い
。
実
際
、
仮
釈
放
対
象
者
に
対
す
る
最
初
の
電
子
監
視
の
適
用
例
で
も
、

そ
の
期
間
は
平
均
二
か
月
に
過
ぎ
ず
、
最
も
長
い
場
合
で
も
六
か
月
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
う
な
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
短
い
間
で
の
電
子
監
視
に
ど
の
程
度
の
抑
止
効
果
が
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
し
、
ま
し
て
や
本
法
で
の
電

子
監
視
が
、
単
に
社
会
内
で
の
監
視
に
止
ま
ら
ず
、
対
象
者
の
処
遇
を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
、
性
暴
力
犯
罪
者
の
改
善
更
生
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
僅
か
数
か
月
足
ら
ず
の
電
子
監
視
と
保
護
観
察
で
こ
う
し
た
目
的
を
達
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
仮
釈
放
の
選
考
対
象
と
な
り
な
が
ら
、
電
子
監
視
を
受
け
た
く
な
い
が
た
め
一
〇
名
の
受
刑
者
を
仮
釈
放
と
電
子
監
視
の

対
象
外
と
し
た
と
い
う
が
、
今
後
、
こ
う
し
た
受
刑
者
が
数
多
く
で
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
仮
釈
放
制
度
の
趣
旨
が
活
か
さ
れ
な
い
ば

か
り
か
、
満
期
釈
放
に
な
り
、
電
子
監
視
は
勿
論
、
保
護
観
察
も
行
わ
れ
ず
、
再
犯
の
危
険
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
仮
釈
放
の
拒
否
を
許
さ
ざ
る
を
得
な
い
以
上
、
こ
う
し
た
事
例
は
今
後
も
出
よ
う
が
、
こ
れ
は
満
期
釈
放
者
に
対
す
る
特
別

な
保
護
観
察
制
度
の
創
設
や
電
子
監
視
の
在
り
方
と
の
関
係
で
問
題
と
な
ろ
う
。
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⑶

再
犯
の
可
能
性
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

釜
山
地
裁
の
裁
判
例
で
は
、

K
S
O
R
A
S

と
呼
ば
れ
る
性
犯
罪
者
の
再
犯
尺
度
に
よ
る
診
断
や

P
C
L

‐

R
と
い
う
精
神
病
質

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
診
断
の
結
果
が
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
裁
判
例
の
な
か
に
は
悪
質
な
常
習
犯
や
犯
情
の
重
い

前
科
者
が
お
り
、
再
犯
の
可
能
性
を
認
定
し
易
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
科
学
的
な
測
定
方
法
が
今
後
の
裁
判
で
も
活
用
さ

れ
、
検
証
と
再
犯
調
査
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
け
ば
、
一
定
の
精
度
を
保
つ
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

⑷

遵
守
事
項
の
在
り
方

釜
山
地
裁
の
裁
判
例
で
は
、
電
子
監
視
命
令
と
共
に
教
育
関
係
機
関
や
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
へ
の
立
入
禁
止
と
受
講
命
令
が
遵
守
事

項
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
立
入
禁
止
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
の
居
住
す
る
市
・
群
・
区
と
そ
れ
に
隣
接
す
る

市
・
群
・
区
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
少
し
離
れ
た
地
域
に
交
通
機
関
で
行
き
、
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
に
立
ち
入

っ
て
も
遵
守
事
項
違
反
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
遵
守
事
項
の
是
非
は
と
も
か
く
、
内
容
と
し
て
は
些
か
中
途

半
端
の
感
を
拭
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
対
象
者
が
制
限
区
域
に
立
ち
入
り
、
そ
の
情
報
が
中
央
官
制
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
担
当
の
保

護
観
察
官
に
伝
わ
っ
て
も
、
実
際
に
現
場
に
向
か
う
ま
で
に
は
一
定
の
時
間
を
要
す
る
の
で
、
本
人
へ
の
心
理
的
抑
制
が
働
か
ず
、

遵
守
事
項
違
反
を
覚
悟
し
た
電
子
監
視
対
象
者
の
犯
行
を
事
前
に
予
防
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
い
う
の
は
、
電
子
監
視
制
度

の
限
界
と
し
て
よ
く
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

3

再
犯
事
例

本
法
は
二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
施
行
か
ら
二
か
月
の
時
点
で
既
に
初
の
再
犯
事
件
が
発
生
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す
る
に
至
っ
て
い
る
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
韓
国
に
お
け
る
最
初
の
電
子
監
視
対
象
者
と
な
っ
た
仮
釈
放
者
の
一
人
が
、
同
年
一
一
月
六
日
、
強
姦
の
被
疑

事
実
に
よ
っ
て
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た

）
。
被
疑
者
は
二
九
歳
の
男
性
で
、
強
盗
と
性
暴
力
の
罪
で
六
年
の
刑
が
確
定
し
、
刑
事
施
設
に

収
容
さ
れ
た
が
、
刑
期
終
了
ま
で
四
月
余
り
を
残
し
、
九
月
三
〇
日
に
電
子
監
視
装
置
装
着
の
う
え
仮
釈
放
と
な
っ
た
。
事
件
は
、

仮
釈
放
か
ら
一
か
月
余
り
し
か
経
っ
て
い
な
い
一
一
月
四
日
、
商
店
街
ビ
ル
の
屋
上
に
お
い
て
電
話
注
文
し
た
珈
琲
を
配
達
し
て
き

た
二
四
歳
の
女
性
を
そ
の
場
で
強
姦
し
、
現
金
六
万
ウ
ォ
ン
を
奪
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

警
察
が
性
犯
罪
の
前
科
者
リ
ス
ト
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
被
疑
者
が
捜
査
線
上
に
浮
か
び
、
被
疑
者
が
仮
釈
放
後
電
子
監
視
の
装

着
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
保
護
観
察
所
を
通
じ
て
電
子
監
視
に
よ
る
被
疑
者
の
行
動
記
録
を
調
べ

た
結
果
、
犯
罪
発
生
時
刻
に
事
件
現
場
に
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
被
疑
者
検
挙
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

）
。

捜
査
担
当
者
の
談
話
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
被
疑
者
は
、
仮
釈
放
後
の
電
子
監
視
に
よ
り
、
二
四
時
間
常
に
監

視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
心
理
的
圧
迫
に
苦
し
め
ら
れ
て
お
り
、
同
居
の
父
母
や
兄
弟
は
電
子
監
視
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
も
の
の
、

知
人
等
に
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
極
度
に
警
戒
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
自
宅
に
籠
も
り
が
ち
で
、
午
後
ま
で
寝
て
は
、
起
き
て
も
家
で

時
間
を
潰
す
と
い
っ
た
よ
う
な
閉
鎖
的
で
、
単
調
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
犯
行
当
日
、
気
分
転

換
に
散
歩
に
出
た
先
で
酒
を
買
い
、
公
園
で
飲
み
、
酔
っ
た
後
に
犯
行
場
所
に
赴
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
一
件
の
再
犯
事
件
だ
け
か
ら
電
子
監
視
制
度
の
是
非
を
論
ず
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
今
後
の

議
論
に
お
い
て
参
考
に
な
る
点
は
あ
る
。
第
一
に
、
本
件
被
疑
者
は
、
過
去
に
同
種
の
性
犯
罪
を
犯
し
、
比
較
的
長
期
の
刑
を
受
け

て
い
な
が
ら
、
釈
放
後
短
期
間
の
間
に
再
犯
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
本
件
被
疑
者
が
前
刑
に
服
す
る
原
因
と
な
っ
た
犯
罪
も
、

喫
茶
店
（
韓
国
に
は
電
話
で
珈
琲
等
を
指
定
場
所
ま
で
配
達
す
る
茶
房
と
呼
ば
れ
る
喫
茶
店
が
あ
る
）
の
従
業
員
に
対
す
る
性
犯
罪
で
あ

り
、
し
か
も
、
前
回
の
犯
行
場
所
は
、
今
回
の
犯
行
場
所
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
か
っ
た
と
さ
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れ
る
。
統
計
上
、
性
犯
罪
者
の
同
種
再
犯
率
は
さ
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
幼
児
性
愛
者
を
含
め
、
性
犯
罪
者
の
中
に
は
犯
罪
傾
向
の

著
し
い
者
が
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
し
、
本
件
も
そ
う
し
た
性
犯
罪
者
の
再
犯
傾
向
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
報
道
に
よ
る
限
り
、
本
件
の
被
疑
者
は
、
仮
釈
放
と
な
り
、
電
子
監
視
の
対
象
と
な
っ
て
か
ら
、
相
当
の
心
理
的
負
担

を
負
っ
て
い
た
様
子
が
伺
え
る
。
こ
の
事
実
は
、
政
策
的
に
二
つ
の
評
価
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
は
、
電
子
監
視
が
対
象
者
に
対
す

る
心
理
的
抑
制
、
特
に
犯
罪
に
対
す
る
心
理
的
抑
制
に
な
り
得
る
可
能
性
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
電
子
監
視
が
対
象
者
に
過
剰
な

負
担
を
か
け
る
余
り
、
社
会
復
帰
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
電
子
監
視
が
対
象
者
に
与
え
る
精
神
的
負
担

と
犯
罪
抑
制
と
は
次
元
が
異
な
り
、
実
際
に
本
件
で
も
電
子
監
視
対
象
者
が
再
犯
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
者
の
評
価
は

や
や
説
得
力
に
欠
け
る
。
一
方
、
本
件
で
は
、
対
象
者
が
電
子
監
視
装
置
を
装
着
し
て
い
る
こ
と
を
知
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
た
め
、

家
に
籠
も
り
が
ち
と
な
っ
て
、
自
堕
落
な
生
活
に
陥
り
、
そ
の
憂
さ
を
晴
ら
す
た
め
、
（
特
別
遵
守
事
項
で
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性

の
あ
る
）
飲
酒
に
及
び
、
そ
の
結
果
、
犯
行
に
至
っ
て
い
る
。
再
犯
防
止
と
社
会
復
帰
を
促
す
た
め
の
電
子
監
視
が
、
却
っ
て
社
会

復
帰
を
阻
害
す
る
結
果
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
本
件
は
示
し
て
い
る
。

第
三
に
、
本
件
被
疑
者
は
、
犯
行
後
、
明
け
方
ま
で
飲
酒
し
、
午
後
ま
で
休
ん
だ
後
、
保
護
観
察
所
に
出
頭
し
て
、
保
護
観
察
で

面
接
と
処
遇
を
受
け
て
い
る
。
保
護
観
察
の
遵
守
事
項
と
し
て
毎
週
一
回
ず
つ
保
護
観
察
所
で
面
接
処
遇
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
処
遇
が
十
分
に
機
能
し
得
な
か
っ
た
か
、
十
分
な
処
遇
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。
再
犯
は
と
も
か
く
、
犯
行
前
の
被
疑
者
の
生
活
態
度
は
と
て
も
保
護
観
察
対
象
者
の
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
荒
れ
た
も
の
で
、

性
犯
罪
者
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
も
の
以
前
に
、
き
ち
ん
と
保
護
観
察
官
等
が
往
訪
し
て
指
導
し
て
い
れ
ば
、
対
象
者
の
生
活

状
況
を
確
認
で
き
、
精
神
的
負
担
な
ど
に
対
し
て
も
相
談
・
対
応
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
電
子
監
視
だ
け
で
は
、

性
犯
罪
者
の
更
生
や
社
会
復
帰
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
電
子
監
視
に
よ
る
対
象
者
の
行
動
記
録
が
、
性
犯
罪
再
犯
者
の
捜
査
に
は
有
効
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
件
で
は
、
最
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初
に
前
科
者
リ
ス
ト
か
ら
被
疑
者
が
捜
査
上
に
浮
か
ん
で
お
り
、
電
子
監
視
の
記
録
を
用
い
ず
と
も
、
犯
人
に
辿
り
つ
け
た
可
能
性

が
高
い
が
、
同
記
録
が
捜
査
や
公
判
で
の
重
要
な
証
拠
と
な
り
得
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
電
子
監
視
対
象
者
が
確
実
に

検
挙
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
や
や
迂
遠
な
が
ら
、
将
来
、
電
子
監
視
の
対
象
者
に
対
す
る
犯
行
抑
制
効
果
も
期
待
で
き
る
。

Ⅴ

小

括

以
上
、
韓
国
で
導
入
さ
れ
た

G
P
S

電
子
監
視
制
度
に
つ
い
て
の
概
要
と
施
行
直
後
の
運
用
状
況
を
紹
介
し
た
が
、
同
制
度
に
は

幾
つ
か
の
特
色
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

1

韓
国
の
裁
判
所
が
言
い
渡
す
電
子
監
視
命
令
は
、
性
暴
力
犯
罪
者
が
再
び
性
暴
力
犯
罪
を
犯
す
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に

裁
判
所
が
司
法
処
分
と
し
て
科
す
保
安
処
分
で
あ
る
が
、
単
に
性
暴
力
犯
罪
者
の
社
会
内
で
の
監
視
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
性
犯
罪
者
の
矯
正
を
通
じ
た
更
生
と
社
会
復
帰
を
も
目
的
と
し
て
い
る
。

2

電
子
監
視
命
令
は
一
定
の
性
暴
力
犯
罪
で
起
訴
・
有
罪
と
な
っ
た
も
の
に
対
し
て
裁
判
所
が
科
す
も
の
で
あ
る
が
、
電
子
監
視

命
令
を
言
渡
さ
れ
て
い
な
い
性
暴
力
犯
罪
の
仮
釈
放
者
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
に
よ
る
命
令
な
し
に
、
保
護
観
察
期
間
中
、
遵
守

事
項
違
反
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、
電
子
監
視
が
義
務
的
に
行
わ
れ
る
。
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
対
象
者
に
対
し
て
も
裁
判
所

の
命
令
で
電
子
監
視
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
電
子
監
視
は
、
保
安
処
分
で
は
な
く
、
刑
罰
の
執
行
に
お
け
る
付
随

処
分
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

3

一
三
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
性
暴
力
犯
罪
を
除
き
、
電
子
監
視
に
は
性
暴
力
犯
罪
の
前
科
・
前
歴
が
要
件
と
さ
れ
、
対
象
に
制

限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
仮
釈
放
や
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
対
象
者
に
は
、
こ
う
し
た
要
件
や
実
質
的
要
件
た
る
再
犯
の
可
能
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性
が
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。

4

電
子
監
視
命
令
の
長
期
一
〇
年
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
等
の
よ
う
に
終
生
の
電
子
監
視
を
行
う
も
の
で
は
な
く
、

法
施
行
当
初
の
運
用
で
も
、
言
い
渡
さ
れ
た
電
子
監
視
命
令
は
一
般
に
一
年
か
ら
五
年
と
短
い
。
一
方
、
仮
釈
放
や
保
護
観
察
附

執
行
猶
予
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
の
期
間
は
保
護
観
察
期
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
に
仮
釈
放
対
象
者
の
場
合
は
電

子
監
視
の
期
間
が
短
い
。
ま
た
、
電
子
監
視
命
令
の
仮
解
除
の
制
度
も
あ
る
。

5

裁
判
所
に
よ
る
電
子
監
視
命
令
に
は
外
出
制
限
や
立
入
禁
止
な
ど
の
遵
守
事
項
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
仮
釈
放
や
保

護
観
察
附
執
行
猶
予
の
対
象
者
に
対
す
る
電
子
監
視
に
お
い
て
は
、
保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
と
し
て
外
出
制
限
や
立

入
禁
止
な
ど
を
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

6

電
子
監
視
対
象
者
の
行
動
追
跡
は
、
民
間
企
業
に
委
託
せ
ず
、
保
護
観
察
所
に
置
か
れ
た
官
制
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
保
護
観
察

所
の
職
員
が
直
接
行
っ
て
い
る
。

7

実
質
的
要
件
た
る
性
暴
力
犯
罪
の
再
犯
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
、
性
犯
罪
者
の
再
犯
尺
度
や
精
神
病
質
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
用
い
て
診
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
韓
国
の
電
子
監
視
制
度
の
分
析
を
中
心
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
韓
国
の
よ
う
に
保
安
処
分
と
し
て
の
電

子
監
視
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
保
安
処
分
の
制
度
を
も
た
な
い
我
が
国
の
場
合
、
電
子
監
視
制
度
の
是
非
以
前
に
保
安
処
分
自
体

の
是
非
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
議
論
の
方
向
性
が
妥
当
で
あ
る
の
か
が
ま
ず
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
も
し
保
安
処
分
自
体
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
韓
国
の
よ
う
に
仮
釈
放
や
執
行
猶
予
に
伴
う
保
護
観
察
に
お
け
る

遵
守
事
項
の
履
行
を
確
認
・
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
韓
国
の
よ
う
な
外
出
制
限

や
立
入
禁
止
・
接
近
禁
止
の
よ
う
な
遵
守
事
項
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
対
象
者
の
自
由
や
権
利
の
制
限
の
観
点
か
ら
許
容
さ
れ
る
余
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地
が
あ
る
の
か
、
許
容
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
手
続
と
機
関
に
よ
り
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ど
が
検
討
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
我
が
国
に
お
け
る
電
子
監
視
制
度
導
入
の
是
非
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
次
稿
に
お
い
て
、
韓
国
や
ア

メ
リ
カ
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

し
か
し
、
韓
国
で
は
、
性
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
罰
や
保
安
処
分
、
被
害
者
保
護
、
性
犯
罪
者
の
身
上
情
報
登
録
・
閲
覧
制
度
な
ど

様
々
な
性
犯
罪
者
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
電
子
監
視
制
度
も
そ
う
し
た
従
来
か
ら
の
諸
施
策
に
加
え
て
導
入
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
何
も
突
然
、
こ
う
し
た
立
法
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
性
犯
罪
被
害
の
予

防
や
性
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
の
た
め
総
合
的
な
見
地
か
ら
制
度
や
施
策
の
在
り
方
を
論
じ
、
電
子
監
視
制
度
も
、
性
犯
罪
者
に
対
す

る
釈
放
制
度
や
社
会
内
処
遇
の
在
り
方
を
模
索
す
る
議
論
の
一
環
と
し
て
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
拙
速
に
も
電
子
監
視

制
度
の
導
入
だ
け
を
焦
点
と
し
た
論
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
）

太
田
達
也

我
が
国
に
お
け
る
性
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
対
策
│
現
状
と
課
題
│

警
察
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
れ
か
ら
の
性
犯
罪
対

策

（
二
〇
〇
八
年
九
月
二
〇
日
）
報
告
。

（
2
）

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

特
集

性
犯
罪
者
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
│
矯
正
施
設
・
保
護
観
察
所
の
今
後
と
取
組
│

法
律
の
ひ

ろ
ば
五
九
巻
六
号
（
二
〇
〇
六
）
四
頁
以
下
等
参
照
。

（
3
）

自
由
民
主
党

地
域
の
絆
を
再
生
し
、
世
界
一
安
全
な
国
へ

│
世
界
一
安
全
な
国
を
つ
く
る
八
つ
の
宣
言
│

（
二
〇
〇
八
年
四

月
一
八
日
）。

（
4
）

法
制
審
議
会
被
収
容
人
員
適
正
化
方
策
に
関
す
る
部
会
第
九
回
議
事
録
（
平
成
一
九
年
九
月
二
七
日
）
等
。

（
5
）

性
犯
罪
の
再
犯
を
許
す
な

朝
日
新
聞
二
〇
〇
六
年
九
月
二
九
日
三
頁
、

子
ど
も
を
守
る
│
三
氏
に
聞
く
│

朝
日
新
聞
二
〇
〇

五
年
一
二
月
一
四
日
一
三
頁
。

（
6
）

韓
国
の
電
子
監
視
制
度
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
白
井
京

韓
国
に
お
け
る
性
犯
罪
者
の
再
犯
防
止
対
策
│
情
報
公
開
と
位
置
追

跡
電
子
装
置
│

外
国
の
立
法
二
三
四
号
（
二
〇
〇
七
）
二
〇
七
頁
以
下
、
李
東
熹

韓
国
の
性
犯
罪
前
歴
者
対
策
に
つ
い
て
│
法
制
及
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び
そ
の
運
用
状
況
を
中
心
に
│

警
察
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
れ
か
ら
の
性
犯
罪
対
策

（
二
〇
〇
八
年
九
月
二
〇
日
）
報
告
が
あ
る
。

（
7
）

Ç
駒

枡
靏

2008
（
2008

）50
順
．

（
8
）

法
務
研
修
院

犯
罪
白
書

2007
（
2007

）52
順
．

（
9
）

法
務
総
合
研
究
所

平
成
一
九
年
版
犯
罪
白
書
│
再
犯
者
の
実
態
と
対
策

（
二
〇
〇
七
）
五
頁
。

（
10
）

最
高
裁
判
所

平
成
一
九
年
度
司
法
統
計
年
報
│
刑
事
事
件
編

（
二
〇
〇
八
）
五
〇
頁
。

（
11
）

法
院
行
政
處

司
法
年
鑑

2007
（
2008

）5
鐇
3
絆
2
．

（
12
）

Ç
駒

・
紊
囿（

7
）164‐165

順
．

（
13
）

警
察
庁

平
成
一
九
年
の
犯
罪

（
二
〇
〇
八
）
三
二
六
│
三
二
七
頁
。

（
14
）

Ç
駒

・
紊
囿（

7
）266‐267

順
．

（
15
）

鄠
，
襲
侒
迦
枡
靏
子

矯
餃
枡
鴛
誼
戻
っ（

2007
）

钁
艘

啁
鈉
280‐283

順
．

（
16
）

法
務
総
合
研
究
所

平
成
一
八
年
版
犯
罪
白
書
│
刑
事
政
策
の
新
た
な
潮
流
│

（
二
〇
〇
五
）
二
五
五
頁
。

（
17
）

法
務
総
合
研
究
所
・
前
掲
注
（
9
）
二
二
九
頁
。

（
18
）

李
東
熹
・
前
掲
注
（
6
）
二
│
三
頁
。

（
19
）

法
務
省
保
護
局
（
太
田
典
子
）

諸
外
国
の
更
生
保
護
制
度
⑹
大
韓
民
国
の
更
生
保
護

（
二
〇
〇
四
）
一
〇
六
頁
以
下
。

（
20
）

法
務
部

法
務
年
鑑

2006
（
2006

）394
順
．

（
21
）

こ
の
改
正
法
案
は
、
当
初
、
被
害
児
童
両
名
の
名
前
を
と
っ
て
ヘ
ジ
ン
=
イ
ェ
ス
ル
法
案
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
遺
族
の
希
望
で
被

害
者
の
氏
名
を
法
案
名
と
し
て
は
使
用
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

仙
誼

3
和

鐶
，

症
謊
2008

4
殮
21

，

枘
肚

“
曄
梶
雒
，
枘
㋯

殊
っ
躢
恿

”，
症

謊
2008

4
殮
28

．

こ
の
改
正
法
で
、
性
暴
力
犯
罪
の
処
罰
及
び
被
害
者

保
護
に
関
す
る
法
律
中
の
一
三
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
強
姦
殺
人
罪
の
法
定
刑
を
死
刑
又
は
無
期
懲
役
に
引
き
上
げ
て
い
る
が
、
も
と
も

と
刑
法
中
の
強
姦
殺
人
罪
の
法
定
刑
は
死
刑
又
は
無
期
懲
役
で
あ
る
。

（
22
）

改
正
前
の
身
上
公
開
制
度
に
関
す
る
論
文
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
改
正
後
の
身
上
情
報
登
録
制
度
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、℃

艘
，
襲
枡
靏
蟠

艘
謊

残
吱
膺
誼

Ç
蚋
，

钁
艘

啁
18

臝
3

（
2007

）865
順
和

が
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
制

度
の
紹
介
と
し
て
、
改
正
前
の
身
上
公
開
制
度
に
つ
い
て
は
、
藤
本
哲
也
=
姜
景
來

韓
国
に
お
け
る

青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法

性犯罪者の釈放と電子監視
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律

│
性
犯
罪
者
に
対
す
る
身
上
公
開
制
度
の
概
要
と
若
干
の
考
察

犯
罪
と
非
行
一
三
三
号
（
二
〇
〇
二
）
一
〇
四
頁
以
下
に
、
ま
た

改
正
後
の
身
上
情
報
登
録
・
閲
覧
制
度
に
つ
い
て
は
、
白
井
京
・
前
掲
注
（
6
）
二
〇
〇
頁
以
下
に
紹
介
が
あ
る
。

（
23
）

第
12
次
公
開
ま
で
の
統
計
に
つ
い
て
は
、

箴
鈉
枏
，
誼
12

霊
箴

襲
枡
靏
蟠

償
憔

鯒
蟠

（
2007

）33
順
．

最
後
の
第
13
次
公
開
に
つ
い
て
は
、陬

都
箴

襲
枡
靏
蟠

钁
曄

償
，

謊
2007

11
殮
21

．

（
24
）枘

肚
謊

駒
，
襲

，
襲
侒
迦
钁
枡

嵃
誼

㋯
誼

頴（
2006

）．

な
お
、
外
出
制
限
命
令

の
期
間
は
三
月
か
ら
一
年
未
満
を
原
則
と
し
、
音
声
監
督
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
在
宅
確
認
の
回
数
は
、
開
始
か
ら
三
月
ま
で
は
週
一
〇
回
以

上
、
三
月
か
ら
六
月
ま
で
は
週
五
回
以
上
、
六
月
以
降
は
週
二
回
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）

法
務
部
・

紊
囿（

20
）193

順
．

（
26
）

韓
国
の
性
犯
罪
被
害
者
保
護
施
策
に
つ
い
て
は
、
太
田
達
也

韓
国
に
お
け
る
被
害
者
支
援
と
修
復
的
司
法
の
現
状
と
展
望

警
察

学
論
集
五
八
巻
八
号
（
二
〇
〇
五
）
一
二
一
│
一
六
二
頁
、
同

被
害
者
支
援
を
巡
る
ア
ジ
ア
の
最
新
事
情

宮
澤
浩
一
先
生
古
稀
祝

賀
論
文
集
│
第
一
巻
犯
罪
被
害
者
論
の
新
動
向

（
二
〇
〇
〇
）
成
文
堂
三
五
九
│
四
二
六
頁
。

（
27
）

襲
侒
迦

戻
駟

‘
♧

枡
っ
’
誼
嵃
，
虐
同

謊
2008

9
殮
9

．

（
28
）飭

艘
襲
侒
迦
枡
靏
蟠

蠡
蟠
鐇
駟

震
枘
章
っ（

萄
子
鈉

裝
陥
子
）子

っ
扈

2235
，2005

．

7
．14

，6
順
．

（
29
）枘

誼
钁
枘

鈉
枏
（
℃

父
），

飭
艘

襲
侒
迦
枡
靏
蟠

蠡
蟠
鐇
駟

震
枘
章
っ
（
萄

裝
陥
子
）
Ç
蚋
謊

，
2005

．9
，
6
順
．

（
30
）枘

誼
钁
枘

鈉
枏
（
℃

父
）・

紊
囿（

29
）5‐6

順
．

（
31
）飭

艘
襲
侒
迦
枡
靏
蟠

蠡
蟠
鐇
駟

震
枘
章
っ
・

紊
囿（

28
）．

（
32
）枘

誼
钁
枘

鈉
枏
（
℃

父
）・

紊
囿（

29
）10

順
．

さ
ら
に
、
国
会
提
出
前
に
ハ
ン
ナ
ラ
党
が
開
催
し
た
電
子
監
視
制
度
導
入
に

関
す
る
討
論
会
で
示
さ
れ
た
草
案
で
は
一
五
歳
以
下
と
さ
れ
て
い
た
。

搶
，
艘

鈉
枏
誼
6
艘

鈉
枏
，

蟠
誼

蚋
秋
枏
（
2005

）37
順
．

（
33
）枘

誼
钁
枘

鈉
枏
（

），
飭
艘

襲
侒
迦
枡
靏
蟠

蠡
蟠
鐇
駟

震
枘
章

償
艘
枘
章
っ

（
萄

子
鈉

裝
陥
子
）
Ç
蚋
謊

，
2008

．5
，3
順
．
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（
34
）枘

誼
钁
枘

鈉
枏
（

）・
紊
囿（

33
）3
‐
4
順
．

（
35
）枘

誼
钁
枘

鈉
枏
（
℃

父
）・

紊
囿（

29
）10

‐
11

順
．

（
36
）枘

誼
钁
枘

鈉
枏
（

）・
紊
囿（

33
）5
順
．

（
37
）和

雲
順

9
殮

‘
蟠
陥
縄

1
’

鐇
殊

謊
，
瞼
凑
和
推
釐
2008

9
殮
22

．

（
38
）

韓
国
で
は
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
矯
正
局
が
矯
正
本
部
に
改
編
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）

韓
国
の
法
務
部
保
護
局
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
犯
罪
予
防
政
策
局
に
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）

一
九
九
五
年
一
二
月
二
九
日
法
律
第
五
〇
五
七
号
に
よ
る
刑
法
一
部
改
正
に
よ
り
、
現
行
条
文
が
新
設
さ
れ
た
。
な
お
、
性
暴
力
犯

罪
の
処
罰
及
び
被
害
者
保
護
に
関
す
る
法
律
が
定
め
る
性
暴
力
犯
罪
受
刑
者
の
仮
釈
放
に
つ
い
て
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
（
一
六
条
）。

（
41
）

仮
釈
放
対
象
者
の
う
ち
保
護
観
察
審
査
委
員
会
に
よ
り
保
護
観
察
が
必
要
と
の
決
定
が
な
さ
れ
た
割
合
は
、
年
に
よ
っ
て
か
な
り
変

動
が
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
値
を
み
る
と
、
三
六
・
〇
％
、
三
二
・
五
％
、
三
一
・
一
％
、
二
二
・
〇
％
、
二
三
・
五
％
、
三

八
・
〇
％
と
二
〇
％
台
か
ら
三
〇
％
台
と
な
っ
て
い
る
。
法
務
部
・

紊
囿（

24
）415

順
．

（
42
）

但
し
、
三
号
の

習
癖

の
認
定
は
変
わ
り
得
る
し
、
二
回
以
上
の
性
暴
力
犯
罪
と
い
う
要
件
も
、
余
罪
の
発
覚
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
よ
う
。

（
43
）

但
し
、
近
年
、
少
年
事
件
の
大
幅
減
少
に
伴
い
、
起
訴
率
が
著
し
く
低
下
し
、
不
起
訴
率
と
保
護
手
続
送
致
率
が
上
昇
し
て
い
る
。

法
務
研
修
院
・

紊
囿（

8
）186

順

、
法
務
部
・

紊
囿（

20
）381

順
．

（
44
）謊

駒
濶

钁
枏
濯
钁

㋯
梶

（
餃
劍
梶

紊
1236

，
2008

．6
．19

）．

（
45
）

一
九
九
七
年
に
制
定
さ
れ
た
家
庭
暴
力
犯
罪
の
処
罰
等
に
関
す
る
特
例
法
（
一
九
九
七
年
法
律
第
五
四
三
六
号
）
に
基
づ
き
、
検
察

官
が

D
V加
害
者
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
、
刑
罰
で
は
な
く
、
環
境
調
整
と
性
行
の
矯
正
を
目
的
と
し
た
保
護
処
分
を
科
す
こ
と
で
、

家
庭
の
平
和
と
安
定
を
回
復
し
、
健
全
な
家
庭
を
育
て
、
被
害
者
と
家
族
構
成
員
の
人
権
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
刑
事
手
続
、

少
年
手
続
に
並
ぶ
、
刑
事
司
法
制
度
に
お
け
る
第
三
の
手
続
を
指
す
。
太
田
達
也

韓
国
に
お
け
る

家
庭
暴
力
犯
罪
処
罰
特
例
法

の

概
要
│
家
庭
内
暴
力
事
犯
に
お
け
る
保
護
観
察
の
役
割
に
も
言
及
し
て
│

更
生
保
護
と
犯
罪
予
防
一
三
三
号
（
一
九
九
九
）
八
頁
以
下

参
照
。

（
46
）

但
し
、
罰
金
に
対
す
る
執
行
猶
予
の
制
度
が
な
い
こ
と
、
前
の
禁
錮
以
上
の
刑
の
執
行
終
了
又
は
執
行
免
除
か
ら
三
年
以
内
の
刑
の
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257



言
渡
し
で
な
け
れ
ば
執
行
猶
予
が
可
能
で
あ
る
な
ど
、
我
が
国
と
制
度
上
の
相
違
も
あ
る
。

（
47
）

例
え
ば
、金

龍
俊
，
電
子
監
視
制
度

子
矯
正
子

研
究
（
下
），

矯
正
202

（
1993

）71
順
和

，
症
，
保
護
観
察
者
電

子
監
視
子

現
況

展
望
，
韓
国
公
安
行
政
学
会
報
6

（
1997

）75
順
和

，
℃

艘
，

蟠
劔

誼
子

頴
瀚
襲

Ç

蚋
，
刑
事
政
策
12

臝
2

（
2000

）107
順
和

，
萄

，
胤
誼

子
幛
殊
鴆

貛
殊
妥
子

蟠
劔

誼
蹼

胤

子
瀚
襲

㊯
誼
，
保
護
観
察
4

（
2004

）134
順
和

．

（
48
）砕

鯏
，
鴕
疽
搶

子
蟠
劔

誼
劍

箴
─
‘
飭
艘

襲
侒
迦
枡
靏
蟠

央
蟠
鐇
駟

震
枘
章
’

虐
殊
─
，

钁
艘

19
臝
3

（
2008

）201
順
和

．

ユ
ン
・
ヨ
ン
チ
ョ
ル
教
授
は
、
自
宅
拘
禁
の

手
段
と
し
て
の
電
子
監
視
と
い
う
第
一
世
代
の
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
節
が
あ
り
、
そ
の
た
め
か
、
電
子
監
視
は
基
本
的
に
自
由
刑
の

代
替
手
段
で
あ
っ
て
、
社
会
統
制
を
拡
大
す
る
制
度
は
如
何
な
る
も
の
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
強
い
姿
勢
を
も
つ
。

（
49
）℃

貌
，
枡
靏

蟠
劔

啁
（
蟋

），
謊

駒
5

（
2005

）79
‐
86

順
．

（
50
）℃

艘
，
襲
侒
迦
枡
靏
蟠

嵃
箴

劔
誼

袢
戻
っ
，

钁
艘

19
臝
2

（
2008

）147
順
和

．

但
し
、
キ
ム

教
授
も
、
二
〇
〇
五
年
の
法
案
上
程
頃
の
論
文
に
お
い
て
は
、
電
子
監
視
は
、
対
象
者
に
与
え
る
精
神
的
・
心
理
的
負
担
が
大
き
く
、
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
な
長
期
（
終
生
）
の
電
子
監
視
制
度
も
制
度
が
施
行
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
効
果
や
影
響
に
つ
い
て
は
未
確

定
で
あ
り
、
韓
国
の
よ
う
に
二
重
処
罰
等
の
批
判
か
ら
保
安
処
分
の
保
護
監
護
処
分
が
廃
止
さ
れ
た
ば
か
り
の
状
況
で
は
、
ま
ず
重
大
な

性
犯
罪
事
件
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
性
犯
罪
事
件
の
犯
罪
者
に
そ
の
対
象
を
限
定
し
、
期
間
も
五
年
と
す
る
な
ど
し
て
、
段
階
的
に
実

施
し
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